業績目録 by unknown
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学長　太田周
学術論文
⑴Probe of the Solar Magnetic Field Using the "Cosmic-Ray Shadow"
　M. Amenomori,K.Kawata, et al., Physical Review Letters, 111, 011101 （5 pp.）（2013）
⑵Average mass of primary cosmic rays in the knee energy region inferred Tibet 
experiment
　Y.Katayose,M.Shibata,T.Yuda,et al.,33rd International Cosmic Ray Conference,Rio de 
Janeiro 2013,OG（4pp）, Astroparticle Physics Conference
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGOの活動）
⑴内閣府認定NPO法人　学生文化創造　理事・認定試験委員会委員長（2006～　）
⑵公益法人　文教協会評議員（2007～　）
副学長　矢作恒雄
著書・論文他文献
起業と経済成長、慶應義塾大学出版会、2011
「すべての人が仕合せになる経営：公益資本主義の実現にむけて」,　Voice, Feb. 2013
Entrepreneurship: From National to Global, a Paper presented at the APO Research 
on Entrepreneurship Initiatives in APO Economies, Asian Productivity Organization, 
Aug. 21, 2013, Phnom Penh, Cambodia.
Entrepreneurship: Key to National Economy, a paper presented at the APO 
Research on  Entrepreneurship Initiatives in APO Economies, Asian Productivity 
Organization, Aug. 22, 2013, Phnom Penh, Cambodia
Japanese Management Today and Tomorrow: Part I Abenomics, a Paper presented at 
Executive Program on Corporate Management, organized by the Overseas Human 
Resources and industry Development Association HIDA）, Oct. 30, 2013, New Delhi, 
India
Japanese Management Today and Tomorrow: Part II Lost 20 years—What to do 
tomorrow,  ditto above, Oct. 30, 2013, New Delhi, India.
Japanese Management Today and Tomorrow: Part III Entrepreneurship in Japan and 
India, ditto above, Oct. 30, 2013, New Delhi, India
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Business Diversification Strategy: Measurement and Effects on Corporate 
Performance, Stanford University Ph.D. dissertation（AACSB［全米ビジネススクー
ル協会］全米経営学 Ph.D..論文優秀賞受賞）,（近刊、Lambert Academic Publishing）
イエスと言える日本　（近刊、柏艪舎）
メタナショナル・マネジメント　（訳：近刊PHP出版）
静岡新聞「時評」担当（2001年１月—2013年３月）
教材としての新ケース ７編（「戦略的マネジメント II」用）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
1984年４月　㈶海外技術者研修協会（通産省）海外経営者研修EPCM主幹（至現在）
1998年９月　Global Entrepreneurship Monitor（GEM）英米日創設パートナ （ー至現在）
2002年４月　㈶公共政策調査会理事（至現在）
2003年４月　㈶ファイザーヘルスリサーチ振興財団評議員兼論文審査委員（至現在）
2005年４月　㈶医療科学研究所理事（至現在）
2006年４月　静岡県先端健康産業集積構想第二次戦略構想委員（至2010年９月）
2006年４月　静岡県先端健康産業集積構想戦略評価委員（至現在）
2010年２月　静岡県ファルマバレーセンター運営委員会委員（至現在）
2010年10月　静岡県先端健康産業集積構想第三次戦略構想委員（至現在）
2011年４月　㈳日本経済調査協議会「日本の再設計・リーダー育成研究会」主査（至現在）
2012年10月　日米経営科学研究所（JAIMS）Internship Program 主査
2012年６月—2013年10月　京都経済同友会青年政策研究部会研修主幹
2013年８月　国連 Asian Productivity Organization（APO）主宰　APO Research on 
Entrepreneurship Initiatives in APO Economies 参加国代表専門家代表Chief Expert
（至現在）
2013年10月　㈶海外産業人材育成協会HIDA主宰 EPCM30周年記念　海外経営者向講義
講師（於：インド・ニューデリー）
経営学部　教授　荒木宏
著書
『政党システムの理論と実際』「第４章　イギリス」、おうふう出版　共著　2011年３月、
137−172ページ
「第８章　公共経営論」『経営学総論―経営学の新たな展開』、作新学院大学「新経営学」
研究会（編）、共著、2013年９月（第８章、第２節～第６節を担当）
「政策変容とアカウンタビリティ」『作大論集　第４号』2014年３月
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学会での口頭発表・発表論文
「「公―私」政策変容におけるアカウンタビリティ理論の一考察：英国年金制度改革を事
例に」、単著、2012年度日本政治学会研究大会（九州大学）、2012年10月
社会的活動（自治体・産業界・ＮＰＯ／ＮＧＯ等の活動）
宇都宮市個人情報保護運営審議会（平成18年～平成24年）
下野市地域福祉計画策定委員会委員長（平成23年～平成24年）
経営学部　特任教授　油川洋
論文
「都道府県の観光振興計画の策定と観光条例制定の現状と課題」油川洋、小野寺初正（宮
城県議会議員）と共著　作大論集　第４号　2014年３月刊行
学会報告
「東日本大震災時と復興過程における被災地企業とCSR」矢口義教（東北学院大学経営
学部）の討論者　東北経済学会第67回大会　2013年９月28日（土曜）　於：東北大学経
済学部
「神なき後の社会秩序と進化論」荒木義修（武蔵野大学政経学部）の討論者　政治社会
学会（ASPOS）第４回研究大会　2013年11月16日（土曜）　於：千里金蘭大学
統一論題「都市観光について」
「都市観光におけるニューヨークの優位性と中野区の展望」飯塚真奈美（ジャパン・ハー
ツ）の討論者　総合観光学会第25回全国学術研究大会　2013年11月30日（土曜）　於：
平成帝京大学（中野キャンパス）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
社会活動
平成３年４月～現在　　　フェデア（旧荘銀）総合研究所研究顧問
平成15年４月～24年３月　宮城県名取市指定管理者選定委員長
平成17年４月～24年３月　宮城県名取市行政改革推進会議会長
平成18年４月～現在　　　宮城日本香港協会理事
学会
平成３年４月～現在　　　日本計画行政学会東北支部幹事
平成10年４月～24年３月　地方自治経営学会理事
平成11年４月～現在　　　生活経済学会東北部会理事
平成13年４月～25年３月　温泉学会理事
平成19年４月～現在　　　総合観光学会常任理事
平成23年４月～現在　　　東北ガバナンス研究会副会長
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平成24年４月～現在　　　政治社会学会評議員
平成25年４月～現在　　　東北経済学会会長
経営学部　准教授　天尾久夫
論文
「地方自治体「公金預金」選択の問題を探る」　2003年６月　金融ジャーナル社　月刊『金
融ジャーナル』第44巻第６号　39～42ページ
「不良債権処理下の銀行の収益構造を探る」　2003年10月　㈶国民経済研究協会　『産業
動向』　644号
「銀行の収支構造の変化と問題」2004年３月　作新学院大学『作新地域発展研究』第４
号83～107ページ
「破たん地域金融機関の再生とリレーションシップバンキングに関する一考察」　2004年
４月　㈶国民経済研究協会『国民経済』　第167号　42～73ページ
「郵政民営化に係わる問題の一考察」　2005年３月　作新学院大学『作新経営　論集』　
第14号　83～115ページ
「中小金融機関の企業再生金融に関する一考察」　2006年３月　作新学院大学『作新経営
論集』　第15号　95～120ページ
「日本経済の展望と課題2007年−とちぎより日本を見る−」　2007年１月　㈶栃木県産業
振興センター「産業情報とちぎ」平成19年１・２月合併号７～11ページ
「足利銀の受け皿行選定　中小・地域金融機関の将来」　2007年２月　金融ジャーナル社
　月刊『金融ジャーナル』第48巻第２号78～80ページ
「足銀受け皿行の決定過程と中小・地域金融機関再編に関する一考察」2007年３月　作
新学院大学『作新経営論集』　第16号　127～150ページ
「北関東地域経済と地域金融の役割　―信用保障政策と景気対策―」平成21年７月　㈶
日本経済研究所　『日経研月報』2009年７月号　16～23ページ
「平成24年の栃木県経済を振り返る　―輝ける25年を迎えるにあたり―」　2013年１月　
㈶栃木県産業振興センター「産業情報とちぎ」平成19年１・２月合併号
「震災後の地域経済の消費動向と金融機関の貸出行動に関する一考察」　2013年３月15日
　作新学院大学『作大論集』第３号　189～203ページ
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴『地方財政研究会』栃木県地方議会議員との研究会（委員（事務局長兼任））　（2013
年４月～現在に至る）
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経営学部　教授　太田正
著書（分担執筆）
「第６章　水道事業」　『現代公益事業−ネットワーク産業の新展開−』　塩見英治編　有
斐閣　2011年10月15日　pp.121～153
「第９章　『新しい公共』の登場と『公』『共』『私』の再編成」　『経営学総論−経営学
の新たな展開−』　「新経営学」研究会編　作新学院大学経営学部　2013年９月15日　
pp.131～149
学術論文（査読付き）
「水道広域化の動向と事業構造の再編」　『水資源・環境研究』　水資源・環境学会　2012
年12月31日　VOL.25,No.1　pp.24～36
学会発表
「総合的流域管理と上下水道」　水資源・環境学会　第27回研究大会　2011年６月４日
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
①日本水道協会経営アドバイザー（2006年４月～現在に至る）
②公益事業学会評議員（2007年６月～現在に至る）
③千葉県水道局中期経営計画事業等評価会議座長（2008年３月～現在に至る）
④宇都宮市上河内自治会議会長（2009年４月～現在に至る）
⑤那須塩原市下水道審議会会長（2009年５月～2011年３月）
⑥埼玉県企業局経営懇話会座長（2009年６月～2011年３月）
⑦大阪府域水道将来構想検討委員会委員（2010年６月～2011年２月）
⑧栃木県最低賃金専門部会委員（2010年９月～現在に至る）
⑨経済産業省水道事業PPP促進ワーキンググループ委員（2010年12月～2011年３月）
⑩神奈川県横須賀市水道事業・下水道事業専門委員（2011年３月～現在に至る）
⑪とちぎ未来ネットワーク（FIN）運営委員会委員（2011年10月～現在に至る）
⑫宇都宮市上下水道事業懇話会座長（2011年11月～2012年10月）
⑬水道技術研究センター中小規模水道事業及び施設の再構築に関する調査研究会座長
（2013年８月～現在に至る）
⑭千葉県水道事業運営審議会副会長（2013年10月～現在に至る）
⑮鹿沼市水道事業変更計画・評価・選定委員会委員長（2013年12月～現在に至る）
⑯岩手県矢巾町水道料金制度検討委員会委員長（2013年12月～現在に至る）
⑰那須塩原市下水道審議会会長（2014年２月～現在に至る）
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経営学部　教授　荻原明信
著書（分担執筆）
第７章　経営情報　第４節　計量的情報システム：経営学総論−経営学の新たな展開−
　「新経営学」研究会　「新経営学」研究会　平成25年９月15日　pp.106-110
学術論文
⑴創造性の構造について―子供の絵を通しての考察―：作大論集　2011（平成23）年３
月　第１号　pp.75-90
学会での口頭発表等
⑴Research of Care System Using a Person’s State Estimation Algorithm with Log 
Database：Proceedings of International Workshop on Advanced Image Technology 
2012　2012（平成24）年１月10日　USB Memory　pp. 432-436　 Yoshiaki Tsuneda, 
Mie Sato, Syuji Kubota, Seigo Yasuda, Masao KASUGA
⑵新たな視点からの評価指標を用いた中小製造業の基礎的特徴分析：映像情報メディ
ア学会／メディア工学研究会／映像表現&コンピュータグラフィックス研究会（ME/
AIT）　2013（平成25）年５月16日　ITE Technical Report Vol.37, No.20　今崎泰浩、
福富隆史、菊池克典、櫻井仙長、春日正男
経営学部　特任教授　春日正男
学術論文：学協会誌論文（査読付き）
2011年度
⑴Subjective evaluation for sound images of air-conditioning system in a vehicle、
Ryota NAKASAKI, Hiroshi Hasegawa, Masao Kasuga, Acoust. Sci. & Tech., 査読有，
Vol. 32, No. 4, pp. 137 - 142 （July 2011）.
⑵室内空間における魚眼レンズを用いた没入型映像提示の検討、松嶋一浩、佐藤美恵、
春日正男、橋本直己、映像情報メディア学会誌、査読有、vol.65，no.7 pp.1011-1015（2011）
⑶観賞条件に適合したＣＧ映像の生成方法に関する基礎的検討、井ノ上寛人、島村寿江、
佐藤美恵、春日正男、郭素梅、小黒久史、映像情報メディア学会誌、査読有、vol.65，
no.7，pp.959-966（2011）
⑷感性音パラメータ法による香りの分類、井ノ上寛人、柏崎尚也、春日正男、感性工学
研究論文集、査読有、10，3，pp425 ‐ 431（2011）
⑸Effects of exposure to advertisements on sudience impressions,,Hiroshi Hasegawa, 
Mie Sato，Masao Kasuga, Yoshihide Nagao, Toru, Syohno Yuka, Norose and Ritsuya 
Oku, Kansei Engineering International, 査読有，10, 1.（2011）.
⑹Ali Parchamy Araghy, Mie Sato and Masao Kasuga,：Efficient fractal dimension 
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calculation for feature extraction of skin image, International Journal of Biometrics 
（IJBM）,  査読有，3, 1,（2011）.
2012年度
⑴Effect of tone curve and size on kansei evaluation of high dynamic range images 
Comparison of Japanese and Chinese observers、Tomoharu Ishikawa, Yunge Guan, 
Yi-Chun Chen, Hisashi Oguro, Masao Kasuga, Miyoshi Ayama, Kansei Engineering 
International Journal, 査読有，11, 2, pp.67-79（2012.5.）
⑵Study on Factors of Favorable Wet Cotton Hand Towels Oshibori, Yasuhiro 
SOETA, Takuma KITAMOTO, Hiroshi Hasegawa, Masao Kasuga,、Kansei 
Engineering International Journal, 査読有，Vol. 11, No. 1, pp. 19 - 25（Feb. 2012）.
⑶小売業における消費者の業態別選考要素の分析　 ‐ 感性工学的手法による顧客ニー
ズの抽出‐正木克弘、高橋拓也、佐藤美恵、春日正男、感性工学研究論文集、査読有、
10，4，pp.457-464　（2012）
2013年度
⑴技術力に関わる経営資源の保有状況を考慮した中小製造業の財務特徴、安西克巳、井
ノ上寛人、春日正男、日本感性工学会論文誌第12巻３号、査読有、（2013）.
学術論文：国際会議論文（査読つき）
2011年度
⑴Fundamental Study on Factors for Automatic Generating Camerawork Adapted to 
Viewer's Environments , Hiroto Inoue, Hisae Shimamura, Mie Sato, Masao Kasuga, 
Sumei Guoy and Hisashi Oguro, Proceedings of IWAIT 2011, CD-ROM, 査読有，in 
Jakarta, Indonesia，（2011.01）.
⑵High Dynamic Range Display Using Multiple Projectors, Mie Sato, Michimi Inoue, 
Masao Kasuga, Naoki Hashimoto, IEEE TENCON, 査読有，（2011.11）
⑶HDR Display with a Composite Response Function, Mie Sato, Michimi Inoue, Masao 
Kasuga, Naoki Hashimoto, Proceedings of Joint VR Conference of euroVR and 
EGVE, 2011, 査読有，pp.86-88（2011）.
⑷Kansei evaluation of HDR color images with different tone curve and size 
foundational investigation of difference between Japanese and Chinese, Tomoharu 
Ishikawa, Yunge Guan, Yi-Chun Chen, Hisashi Oguro, Masao Kasuga, Miyoshi 
Ayama： -,14th International Conference on Human-Computer Interaction （HCI 
International 2011）, 査読有，Orlando,（2011.7）.
⑸Influence of light luminance on auditory-visual simultaneity perception, Hiroshi 
HASEGAWA, Masao KASUGA, Junji YOSHIDA: Proceedings of Forum Acusticum 
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2011, 000204, Aalborg, 査読有，Denmark,（June 2011）.
⑹An Examination of Surrounding Image Projection Using Fish-Eye Lenses in an 
Indoor Space,　Kazuhiro Matsushima, Yasuhiro Kawabe, Mie Sato, Masao Kasuga, 
Naoki Hashimoto： International Workshop on Advanced Image Technology 2012, 
USB Memory, pp.114-117, 査読有，Ho Chi Minh City, Vietnam（2012.01）
⑺An Analysis of Dynamic Range for Luminance Correction on an Arbitrary Plane,
　Ayano Hosogai, Mie Sato, Masao Kasuga, Naoki Hashimoto： International 
Workshop on Advanced Image Technology 2012, USB Memory, pp.198-202, 査読有，
Ho Chi Minh City, Vietnam（2012.01）
⑻Research of Care System Using a Person’s State Estimation Algorithm with Log 
Database, Akinobu Ogiwara, Yoshiaki Tsuneda, Mie Sato, Syuji Kubota, Seigo 
Yasuda, Masao Kasuga： International Workshop on Advanced Image Technology 
2012, USB Memory, pp.432-436, 査読有，Ho Chi Minh City, Vietnam（2012.01
⑼An Analysis of Response Characteristics for High Dynamic Range Display, Michimi 
Inoue, Toshiaki Tanaka, Mie Sato, Masao Kasuga, Naoki ashimoto： International 
Workshop on Advanced Image Technology 2012, USB Memory, pp.512-516, 査読有，
Ho Chi Minh City, Vietnam（2012.01）
2012年度
⑴Effects of changes in the depth feeling of the visual target on the simultaneity 
perception of an auditory-visual event, Hiroshi Hasegawa, Tomoharu Ishikawa, 
Masao Kasuga, Miyoshi Ayama, Acoustics 2012, 査読有，5aPP8, Hong Kong, china, 
（June 2012）.
⑵TetsuyaKohno, Yuki Sakue, Tomoharu Ishikawa, Sakurako Matsushima, Michiko 
Ohkura,  Masao Kasuga,  Yukitoshi Htani, Miyoshi Ayama:Blackness of Japanese 
lacquer and its relation to suface property, Midterm Meeting of the International 
Colour Association（AIC 2013），査読有，（2012.9.）.
⑶Suchada Sitjongsataporn and Masao Kasuga: Adaptive Kronecker Sampled-Function 
Weighted Order Filters Based on Switching Method,Proceedings of International 
Workshop on Advanced Image Technology 2013, USB Memory, 査 読 有，Nagoya, 
Japan（2013.01）
2013年度
⑴Adaptive Kronecker Sampled-Function Weighted Order Filters Based on Switching 
Method, 　Suchada Sitjongsataporn and Masao Kasuga, Proceedings of International 
Workshop on Advanced Image Technology 2013, USB Memory, Nagoya,  査読有，
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Japan（2013）
⑵Research on a Visualization Technique of Financial Conditions for Small and 
Medium Sized Enterprises,Ktsumi Anzai,  HIroto Inoue, Masao Kasuga, International 
Workshop on Advanced Image Technology 2012, 査読有，Bangkok, Tyland（2014.01）.
学会での口頭発表
2012年度～2013年度（経営に関する主な発表）
⑴業界別の経営特徴と　その分析に関する検討、山田直紀、井ノ上寛人、茂木正人、安
西克巳、佐藤美恵、春日正男、映情学技報 VOL.36,NO.8 pp73-76（2012）
⑵優良企業の分析方法に関する基礎的検討、映情学技報、長谷阪悟、新舘佑理、安西克
巳、佐藤美恵、春日正男、VOL.36,NO.8 pp77-80（2012）
⑶中小企業の経営状態分析のための基礎的検討、新舘佑理、長谷阪悟、安西克巳、佐藤
美恵、春日正男、映情学技報 VOL.36,NO.8 pp81-84（2012）
⑷中小製造業の定性的分析に利用する評価指標に関する検討、安西克巳、長谷阪悟、新
舘佑理、井ノ上寛人、佐藤美恵、春日正男、映情学技報VOL.36,NO.18、pp13-18（2012.3）
⑸企業業績と雇用形態の関連性からみる経営特徴に関する検討、安西克巳、山田直紀、
井ノ上寛人、茂木正人、佐藤美恵、春日正男、映情学技報 VOL.36,NO.18、 pp19-24
（2012.3）
⑹中小企業の経営状態把握のための分析指標に関する検討、安西克巳、新舘佑理、長谷
阪悟、佐藤美恵、春日正男、映情学技報 VOL.36,NO.18、 pp25-30（2012.3）
⑺財務諸表と雇用形態の関連性分析による業種別経営特徴に関する検討、安西克巳、山
田直紀、井ノ上寛人、茂木正人、佐藤美恵、春日正男、日本感性工学会感性フォーラ
ム、札幌（2012）
⑻中小企業の経営状態把握に利用する財務指標に関する一考察、安西克巳、新舘佑理、
長谷阪悟、佐藤美恵、春日正男、日本感性工学会 感性フォーラム 札幌（2012）
⑼中小製造業の定性的評価指標を利用した経営状況分析の基礎的検討、安西克巳、長谷
阪悟、新舘佑理、佐藤美恵、春日正男、日本感性工学会 感性フォーラム札幌（2012）
⑽感性的視点からの中小企業の特徴分析に関する一検討、湯澤操、羽石和樹、春日正男、
映学技報 アントレプレナー研究会、VOL.36,NO.18、pp25-30（2012.3）
⑾中小製造業の定性的評価手法に関する検討、安西克巳、井ノ上寛人、春日正男、映情
学技報, vol. 37, no. 20, ME2013-63, pp. 9-12（2013.5）
⑿新たな視点からの評価指標を用いた中小製造業の基礎的特徴分析、荻原昭信、福富隆
史、今崎泰浩、菊地克典、櫻井仙長、春日正男、映情学技報, vol. 37, no. 20, ME2013-
63, pp. 12-16（2013.5）
⒀［特別講演］ITが拓く企業経営　～ビッグデータを活用した新たなビジネス領域へ
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のチャレンジ～、春日正男、vol. 37, no. 20, ME2013-63, pp. 9-12（2013.5）
⒁中小製造業が保有する技術力を分析する手法に関する検討、安西克巳、井ノ上寛人、
春日正男、工業経営研究学会東日本部会（2013.6）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴栃木県経済同友会　産業政策委員会　パネルディスカッション　コーディネータ　
「地域企業の持続的成長を求めて」（2012年２月16日）
⑵栃木県経済同友会　産業政策委員会講演会　講師
　「栃木から発信する持続的成長企業に向けて」～利益を生むイノベーションの重要性
～　（2012年５月15日）
⑶宇都宮産学官連携ネットワーク運営委員会、宇都宮市商工会議所　講演会　講師　
「ITが拓く企業経営」～ビッグデータが拓く新たなビジネス領域へのチャレンジ～　
（2013年３月８日）
⑷宇都宮市個人情報保護運営審議会　委員　（2012年10月１日～2014年９月30日）
⑸うつのみや次世代産業イノベーション推進会議　副会長（2013年８月28日～現在に至る）
経営学部　准教授　高橋秀行
テキスト（分担執筆）
「経営学総論‐経営学の新たな展開‐」作新学院大学「新経営学」研究会、2013年９月、
第７章「経営情報」第１節「経営と情報システム」（pp.95-99）を担当
講演
「組織と情報システム−経営情報論における情報システム−」　栃木県産学官連携経営工
学講座エッセンシャルコース講師、2011年２月23日
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
下野市立南河内第二中学校評議員（2008年４月～2012年３月まで）
宇都宮市情報公開審査会委員（2013年10月～現在に至る）
宇都宮市個人情報保護審査会委員（2013年10月～現在に至る）
経営学部　教授　中島洋行
著書
⑴『ライフサイクル・コスティング―イギリスにおける展開―』創成社（2011年10月20
日）　総ページ数：180
⑵「観光まちづくり」『グローバルキャリア教育―グローバル人材の育成―』友松篤信
編　ナカニシヤ出版　（2012年３月20日）　pp.114-122　共著者：大野邦雄
⑶「工業簿記の本質」「原価」「原価計算基準」など７項目『全経簿記能力検定試験上級
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（工業簿記・原価計算）標準テキスト』　高橋賢編　税務経理協会　（2012年８月１日）
⑷『入門ライフサイクルコスティング―新たな管理指標 ライフサイクルコストの導入
と活用―』日科技連出版　（2013年10月31日）　総ページ数：137　共著者：夏目武、
門奈哲也、古野紀雄
論文
⑴「工学的規範としてのLife Cycle Costing（LCC）手法について」『横幹』横断型基幹
科学技術研究団体連合 （2011年10月15日）　第５巻第２号　pp.69 ‐ 75　共著者：門
奈哲也、古野紀雄、喜多和、本田孝哉、夏目武
⑵「ライフサイクル・コストの生成とロジスティクス・コスト」『原価計算研究』　日本
原価計算研究学会　（2012年３月31日）　第36巻第２号、pp.25-35
学会での口頭発表
⑴「国際会計基準下におけるライフサイクル・コスティング」　日本信頼性学会第19回
春季信頼性シンポジウム　2011年６月３日　日本信頼性学会第19回春季信頼性シンポ
ジウム報文集　pp.63-64 共同発表者：本田孝哉
⑵「ライフサイクル・コストの生成とロジスティクス・コスト」　日本原価計算研究学
会第37回大会　2011年９月２日　研究報告要旨集　p.66-67
⑶「ライフサイクル・コスティングの比較研究―アメリカとイギリス―」　日本会計研
究学会第71回大会　2012年９月１日　研究報告要旨集　p.130
経営学部　教授　那須野公人
事典（項目執筆）
⑴「戦後日本経済の発展と企業経営」（林正樹との共同執筆）：『経営労務事典』晃洋書房、
2011年６月30日、pp.4-5、285ページ、労務理論学会編
著書
⑴「第５章　グローバル化と現代のものづくり」：『経営学総論―経営学の新たな展開―』
「新経営学」研究会編、同研究会、2013年９月15日、pp.56-74．
学術論文
⑴「両岸経済協力枠組み協定（ECFA）締結と台湾企業」：『グローバリゼーション研究』
工業経営研究学会ワーキングペーパー、2011年８月30日、Vol.8　No.1、pp.1-22.
⑵「韓国現代自動車の躍進と『ヒュンダイ生産方式』の確立―生産システムの歴史的展
開過程検証の視点より―」：『商學論纂』中央大学商学研究会、2012年３月、第53巻　
第５.６号、pp.509-532．
⑶「『チャイナ＋１』から『チャイナ・ベトナム＋１』へ―新・新興国カンボジアへの
注目―」：『グローバリゼーション研究』工業経営研究学会ワーキングペーパー、2012
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年８月30日、Vol.9　No.1、pp.1-20.
⑷「ポストBRICsとしてのトルコへの注目―自動車産業を中心として―」：『グローバリ
ゼーション研究』工業経営研究学会ワーキングペーパー、2013年８月30日、Vol.10　
No.1、pp.1-20.
学会での口頭発表等
⑴「両岸経済協力枠組み協定（ECFA）締結と台湾企業」：工業経営研究学会　東日本
部会（グローバリゼーション研究分科会との共催）、2011年５月７日、於：中央大学（後
楽園キャンパス）
⑵「『チャイナ＋１』から『チャイナ・ベトナム＋１』へ―新・新興国カンボジアへの
注目―」：工業経営研究学会　東日本部会（グローバリゼーション研究分科会との共
催）、2012年６月２日、於：中央大学（後楽園キャンパス）
⑶アジア経営学会第19回全国大会　統一論題１「アジアにおける競争と共生」コメンテー
タ：2012年９月22日、於：国士舘大学
⑷「ポストBRICsとしてのトルコへの注目―自動車産業を中心として―」：工業経営研
究学会　東日本部会（グローバリゼーション研究分科会との共催）、2012年６月22日、
於：中央大学（後楽園キャンパス）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴工業経営研究学会理事 （2006年１月１日～2011年12月31日まで）
⑵労務理論学会理事 （2009年７月19日～現在に至る）
⑶アジア経営学会理事 （2012年６月23日～現在に至る）
⑷栃木地方最低賃金審議会委員 （2006年９月８日～現在に至る）
⑸宇都宮市まちづくり交付金評価委員会委員 （2011年10月１日～現在に至る）
経営学部　教授　日高定昭
共著
『経営学総論』（「新経営学」研究会編、作新学院大学経営学部）、2013年９月15日（担当
箇所、第１章「経営学を学ぶ―その成立と展開―」、第３章「マネジメント（経営管理）
の理論」）
学術論文
「企業者・企業・企業者職能について―経営学の基本概念―」（『日仏経営学会誌』、第30
号、日仏経営学会発行、2013年５月11日）
分担執筆
『経営学史事典―第２版―』、文眞堂、各国における経営学の史的展開（フランス）二項
目および人名（フランスの経営学者）2012年６月
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学会報告
「entrepreneurの概念について」日仏経営学会第59回全国大会：於：作新学院大学2012
年５月12日
講演
『経営学の名著を読む―ドラッカーの経営思想・現代社会観―』那須野公人教授との共同
講演　放送大学栃木学習センター公開講座　於：宇都宮市立東図書館　2011年10月16日
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
日仏経営学会理事（現在）
経営学部　教授　樋口徹
学術論文
⑴郵優お買い物サービス（湧くわくフレッシュ優便） -新しいビジネスモデルの構築に
向けて-　『ジェイピー総研リサーチ』　JP総研　2012年６月　18号pp.34-41。
⑵民生用情報通信機器の普及過程の研究を通じた新たなライフサイクル理論の可能性　
『日本経営学会誌』　2012年６月　第29号　pp.3-16。
学会での口頭発表等
⑴VTR製品およびDVD製品の購買履歴に関する分析：日本経商業学会第61回大会　
2011年５月29日　単独発表
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴公益事業学会評議員　（2010年６月～現在に至る）
⑵公益事業学会関東部会幹事　（2010年６月～現在に至る）
⑶今後の日本郵政グループの事業戦略とビジネスモデルのあり方研究プロジェクト研究
委員　（2010年６月～現在に至る）
経営学部　教授　福田将史
学術論文
⑴野球の試合における先手に関する研究　−学童野球の先取得点と勝敗について−　作
大論集　福田将史　作新学院大学　2012年３月15日　第２号　pp.125-134
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴秋田県スキー連盟認定八峰スキークラブ理事（1993年10月～現在に至る）
⑵関甲新学生野球連盟理事（副理事長）（2003年４月～2012年12月）
⑶宇都宮市清原地区スポーツクラブ顧問（2009年４月～現在に至る）
⑷宇都宮市スポーツ振興審議会委員（2011年５月～現在に至る）
⑸関甲新学生野球連盟理事長（2013年１月～現在に至る）
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⑹全日本大学野球連盟評議員（2013年３月～現在に至る）
⑺第39回日米大学野球選手権大会（宇都宮清原球場）大会委員長（2013年７月10日）
⑻第９回関東地区大学野球選手権大会（横浜スタジアム）大会副会長（2013年10月30日
～11月２日）
経営学部　教授　前橋明朗
著書・学術論文等
「経営・経済マインドで変わる地域デビュー」：宇都宮市保健福祉部高齢福祉課　2011年
１月　単著
「法人税率引下げ政策の地域経済への波及度合い」：宇都宮市役所・清原地区市民セン
ター、清原地域振興協議会　2011年１月
「コミュニティ・ビジネスとしての地域観光」：作新学院大学 市民大学講座2011　2011
年６月　単著
「コミュニティ・ビジネスの実践的理解」：宇都宮市役所・市政研究センター　2011年11月
「地域観光の経営戦略（観光マーケティング）」：とちぎ観光リーダー育成塾　2011年12月
「マネジメント―知識経営を考える―」：栃木県産学官連携経営工学講座、経営工学エッ
センシャルコースⅡ　2012年４月　単著
「会計マインドでできる地域デビュー―“きずな”を可視化してみましょう―」：宇都宮市
保健福祉部高齢福祉課　2012年５月　単著
「自治体職員と経営感覚―変化への対応・バランス感覚―」：宇都宮市役所理財部職員研
修　2012年９月　単著
「企業論」『経営学総論―経営学の新たな展開―』所収（第２章）：作新学院大学経営学部「新
経営学」研究会　2013年９月　単著
「思い描こう地域の未来！―もっと知ろう我が地域―」：宇都宮市西生涯学習センター　
2014年２月　単著
社会的活動（自治体・産学界・ＮＰＯ・ＮＧＯ等の活動）
平成21・22・23・24・25年度　本学教員免許状更新講習 講師
大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラム：国際キャリアＦＤ委員会委員
鹿沼市入札適正化委員会委員
宇都宮市環境審議会委員
栃木県地域留学生交流推進協議会運営委員会委員
とちぎ未来ネットワーク（ＦＴＮ）会員
関東信越税理士会会員
下野新聞社社外紙面審査委員
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宇都宮市総合計画改定基本計画策定懇談会委員
栃木県企業局経営評価委員会委員
栃木労働局外国人留学生就職支援協議会委員
栃木県経営者協会キャリア形成支援推進協議会副委員長
宇都宮市景観審議会委員
人間文化学部　准教授　伊澤成男
著書・学術論文等
叱ってはいけない場面、叱らなくてはいけない場面　単著　2010年９月　金子書房「児
童心理」No.919
教育センターの機能　単著　2011年１月　丸善「カウンセリング実践ハンドブック」
子どもと親の電話相談　単著　2011年１月　丸善「カウンセリング実践ハンドブック」
子どもを見守る−距離の取り方　単著　2013年８月　金子書房「児童心理」No.971
社会的活動（自治体・産学界・ＮＰＯ・ＮＧＯ等の活動）
日本学校心理学会理事／事務局及び研修委員会委員（Ｈ.15～現在に至る）
日本カウンセリング学会認定カウンセラー会理事（Ｈ.22～現在に至る）
日本カウンセリング学会理事（Ｈ.25～現在に至る）
日本カウンセリング学会認定カウンセラー会試験委員（Ｈ.13～現在に至る）
日本カウンセリング学会認定カウンセラースーパーヴァイザー（Ｈ.12～現在に至る）
日本カウンセリング学会栃木県支部会副支部長（Ｈ.23～現在に至る）
栃木県ガイダンスカウンセラー会副会長（Ｈ.23～現在に至る）
栃木県スクールカウンセラー（H.21～現在に至る）
栃木県高等学校評議員（宇女高・宇北高）（Ｈ.20～23）（烏山高）（Ｈ.24～現在に至る）
栃木県子どもの心診療等支援事業委員（H.21～23）
栃木県「家庭・地域からはじめるいじめ防止委員会」委員長（Ｈ.25～現在に至る）
被害者支援センター相談員養成研修（H.17～現在に至る）
栃木いのちの電話相談員養成（H.11～現在に至る）
チャイルドライン相談員養成（H.13～現在に至る）
ホットほっと電話相談相談員養成（H.13～現在に至る）
カウンセリング学会栃木支部石巻市ボランティア相談活動（H.24～25）
研修会講師
教員免許状更新研修会　栃木県総合教育センター教職20年目研修会　栃木県総合教育セ
ンター教職10年目研修会　栃木県県教育委員会健康福利課主催職場のメンタルヘルス講
座　栃木県犯罪被害者施策担当者研修会　被害者支援センターとちぎ相談員養成講座　
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佐野市教育センター教育相談研修会　栃木いのちの電話相談員養成講座  栃木いのちの
電話グループ研修　TCC事例研究会　栃木刑務所研修　栃木県問題行動等予防プログ
ラム研修
人間文化学部　教授　小黒浩司
著書
1．「視聴覚ライブラリーセンター」、「資料選択」、「読書」、「図書館情報学」、「図書館資料」、
「図書館友の会」、「図書館ボランティア」、「分類」、「目録」の項　『社会教育・生涯学
習辞典』（社会教育・生涯学習辞典編集委員会編）　朝倉書店　2012年11月　672p　分
担執筆
2．『図書・図書館史』　日本図書館協会　2013年１月　158p　JLA図書館情報学テキス
トシリーズⅢ　12　編著
3．「図書館としての耕雲館」『震災と復興建築：大正時代の駒澤大学』　駒澤大学禅文化
歴史博物館　2013年10月　39p　分担執筆
学術論文
1．「『図書館建築の歴史を考える集い』のご案内」『日本図書館協会図書館教育部会会報』
　2011年11月　第97号　p.11
2．「日本における図書館利用者の歴史的変遷について」『現代の図書館』2012年９月　
Vol.50，No.3　pp.150-156
学会での口頭発表等
1．「歴史的図書館建築研究序説」　日本図書館文化史研究会2011年度第１回研究例会　
2011年７月
社会的活動（自治体・産学界・ＮＰＯ・ＮＧＯ等の活動）
1．宇都宮市教育委員会「（仮称）第２次宇都宮市図書館機能・サービス向上計画」策定
に係る参考人　（2012年11月～現在に至る）
2．栃木県教育委員会「確かな学力の育成に係る実践的調査研究（文部科学省委託）」事
業委員会
人間文化学部　特任教授　小田富英
著書
⑴『口語訳　遠野物語』河出書房新社　2013年２月　226ページ　注執筆
学術論文等
⑴「｢平地人｣ とはだれか―『柳田国男全集』新年譜作成作業からの検証―」：『伊那民
俗研究』柳田国男記念伊那民俗学研究所　2011年３月31日　第18号pp．2−27
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⑵「平地人とはだれか―『柳田国男全集』明治四十二年新年譜から―」：『遠野学』遠野
市遠野文化研究センター　2012年３月26日　創刊号　pp．297−320
⑶「福祉のフォークロア―わたしたちの生活と共同体―まとめ」：『常民大学研究紀要』
常民大学合同研究会運営委員会編　2012年10月　第11号　pp．87−93
⑷「国際フォーラム　21世紀における柳田国男・可能性としての文化的伝統」：『遠野学』
遠野市遠野文化研究センター　2013年４月15日　vol．2　pp．74−79
⑸「平地人とはだれか―『柳田国男全集』明治四十三年新年譜から―」：同上　pp．309
−324
⑹「学校現場が求めるメンタルヘルス福祉教育」：『日本福祉教育・ボランティア学習学
会　研究紀要』2013年11月８日　Vol．22　pp．63−66
講演等
⑴「柳田国男新年譜作成作業と『故郷七十年』」2012年４月１日　鎌倉柳田学舎開講記
念講義
⑵「「国際フォーラム　21世紀における柳田国男」パネラー　2012年８月23日24日　遠
野市遠野文化研究センター
⑶「柳田国男没後50年と『生活者の学び』の系譜」第27回常民大学合同研究会（飯田市）
　2012年10月13日　常民大学合同研究会運営委員会
⑷「柳田国男と武蔵野―いま、柳田国男から何を学ぶか―」立川市市民交流大学市民企
画講座　2012年11月１日　立川市市民交流大学
⑸「品川シルバー大学いきいきコース・東北のこころ」第４回「柳田国男はなぜ『遠野
物語』を書いたのか」、第５回「『遠野物語』を読む」　2013年10月１日、15日　品川
区文化スポーツ振興課
⑹「常民大学と地域文化―後藤民俗思想史の検証と発展―基調提案」第28回常民大学合
同研究会（東京）　2013年10月26日　常民大学合同研究会運営委員会
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴『柳田國男全集』（筑摩書房）編集委員（1995年９月～現在に至る）
⑵遠野物語研究所（遠野市）客員研究員（2003年４月～現在に至る）
⑶東京都小金井市立前原小学校校内研究講師（社会科）（2009年４月～2012年３月）
⑷NPO法人ミュー（武蔵野市）福祉教育推進委員（2009年４月～現在に至る）
⑸社会福祉法人信愛会　しんあい保育園（小金井市）第三者委員（2009年７月～現在に
至る）
⑹遠野市ふるさと学校体験留学アドバイザー（2009年８月～2011年８月）
⑺常民大学運営委員（2009年10月～現在に至る）
⑻NPO法人ミュー（武蔵野市）アドバイザー（2013年４月～現在に至る）
304
⑼遠野市立遠野文化研究センター研究員（2013年４月～現在に至る）
人間文化学部　教授　加藤憲明
学術論文
蛾と蠅：『作大論集』　作新学院大学　2012年３月　第２号　pp.33-39
人間文化学部　教授　木村克彦
学術論文
「ワイルドとペーター　結論」『作大論集』第２号　2012年３月15日　pp.53-60
著書
「オスカー・ワイルドの世界」：開文社　2013年５月25日　総ページ数537ページ　共著
者　富士川義之他多数
「ワイルドとペーター」：英光社　2013年10月１日　総ページ数238ページ　単著
人間文化学部　教授　小林千枝子
著書・学術論文等
書評／田中耕治著『教育評価』：『教育目標・評価学会紀要』第21号　2011年11月　単著
到達度評価における生活綴方の系譜：『今日からはじめる楽しい授業づくり』第１号　
2012年４月　全国到達度評価研究会　単著
定時制高校からのメッセージ―教育目標・評価論の社会的課題を探る―：『作大論集』
第３号　2013年３月　単著
到達度評価の実践的可能性を探る―原点としての生活綴方が意味するもの―：『教科外
活動と到達度評価』第14号　2013年６月　全国到達度評価研究会教科外教育分科会　単著
奥丹後における地域教育運動をめぐる人物群像（5）―文化活動を陰で支えた下戸松子
の苦悩と文化づくり―：『教科外活動と到達度評価』第14号　2013年６月　全国到達度
評価研究会教科外教育分科会　単著
学会発表等
定時制高校からのメッセージ―教育目標・評価論の社会的課題を探る―
教育目標・評価学会第22回大会　奈良教育大学　2011年11月　単独
到達度評価の原点を探る―到達度評価は授業づくりにとどまるのか―　教育目標・評価
学会第23回大会　東洋大学　2012年11月　単独
戦後初期の中学校をめぐる青少年の動向―栃木県下都賀郡生井村立生井中学校の成立と
展開―　教育目標・評価学会第24回大会　滋賀大学教育学部　2013年11月　単独
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社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
教育目標・評価学会理事（1992年～現在に至る）
日本学術振興会科学研究費委員会専門委員　2009年１月～12月　2011年１月～12月
行政政策小山評定懇談会委員　2008年４月～現在に至る
小山市総合計画策定懇話会委員　2008年４月～現在に至る
小山市立網戸小学校わくわく夢教室ボランティア講師　2008年４月～現在に至る
人間文化学部　教授　髙畑哲男
学術論文
P.F. Druckerの英語の特徴−そのリーダビリティと語彙『作大論集』２号　2012年３月
　pp.135-150
人間文化学部　准教授　高浜浩二
著書
「独語」「発達検診」「ペダントリー」「要求言語行動」：自閉症教育基本用語辞典　小林
重雄（監）伊藤健次・野呂文行・熊谷恵子・園山繁樹・平雅夫・宮本信也（編）　学
苑社　2012年７月30日　276ページ
学会での口頭発表等
PDD児の単語構成課題における既学習課題挿入手続きの効果−刺激性制御の観点から
の考察−：日本行動分析学会第29回年次大会　2011年９月19日　日本行動分析学会第
29回年次大会発表論文集　pp.76　共同発表者：高浜浩二・野呂文行
就学前児童デイサービスにおける行動コンサルテーションによる支援―自閉性障害児へ
のコミュニケーション指導を通して―：日本特殊教育学会第49回大会　2011年９月24
日　日本特殊教育学会第49回大会発表論文集　pp.612　共同発表者：高浜浩二・野呂
文行
知的障害のある広汎性発達障害児に対する代表例教授法を用いた買い物指導―アセスメ
ントと指導過程の検討―：日本行動療法学会第37回大会 2011年11月28日　日本行動
療法学会第37回大会発表論文集　pp.332-333　共同発表者：高浜浩二・野呂文行
知的障害のあるASD児の指示理解課題における既学習課題挿入手続きの効果―スキル
獲得に対する促進効果の検討―：日本行動分析学会第31回大会　2013年７月28日　日
本行動分析学会第31回大会発表論文集　pp.93　発表者：高浜浩二
ASD児の漢字書字における既学習課題挿入手続きの効果―指導の効率性についての検
討―：日本特殊教育学会　2013年８月31日　日本特殊教育学会第51回大会発表論文集
　P3-J-8　共同発表者：高浜浩二・野呂文行
306
アスペルガー障害児に対するアナログ時計の読み指導―課題分析に基づいた指導段階の
設定―：日本特殊教育学会　2013年８月31日　日本特殊教育学会第51回大会発表論文
集.　P4-F-1　共同発表者：半田瞳・坂本佳菜・高浜浩二
ADHD児の足し算課題における“うっかりミス”の改善～演算過程に注目した指導方法の
効果～：日本LD学会　2013年10月13日　日本LD学会第22回大会発表論文集　pp.318-
319　共同発表者：田口典子・高浜浩二
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴NPO法人おひさまクラブ　講師（2002年４月～現在に至る）
⑵宇都宮市スクールカウンセラー（2011年４月～現在に至る）
⑶栃木県特別支援教育推進事業　特別支援教育スーパーバイザー（2012年４月～現在に
至る）
⑷那須烏山市特別支援教育モデル事業　講師（2012年４月～現在に至る）
人間文化学部　准教授　高柳秀史
著書・学術論文等
学習指導要領の変遷，小学校の算数と大学生：作大論集，2012年３月，pp333-342
2011c:11075: Mathematical Reviews, Amer. Math. Soc., 2011年３月
2012d:11110: Mathematical Reviews, Amer. Math. Soc., 2012年４月
人間文化学部　教授　玉城要
学術論文
⑴「日本における『三字経』の変容……三字句が生み出した世界」：「アジア遊学」152
（東アジアの短詩形文学　俳句・時調・漢詩）　勉誠出版　編者：静永健・川平敏文　
2012年５月29日（152号）　pp.200-211　単著
学会での口頭発表等
⑴日本中国学会第１回若手シンポジウム第一部会（於東京大学）コメンテーター　（2011
年３月26日）
⑵日本中国学会第２回次世代シンポジウム（於秋田大学）　開催実行委員　（2013年10月
14日）
人間文化学部　教授　中山綠朗
著書・学術論文等
「書評　岡田薫著『室町時代末期の音韻と表記』」：『立教大学日本文学』　立教大学日本
文学会　2013年７月25日　第110号　pp.213-218
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「学校文法の意義と目的」：『品詞別学校文法講座　第一巻品詞総論』　明治書院　2013年
11月10日　pp.1-27　中山緑朗・飯田晴巳監修
人間文化学部　教授　西村正身
著訳書
呉天竺三蔵康僧会・旧雑譬喩経全訳『壺の中の女』、溪水社、2013年５月１日、230ページ（羅
黨興元作新学院大学教授と共訳。訳、用語・人名・国名等、既訳・類話・文献、書誌、解説）
学術論文
Th.マン『ファウストゥス博士』第31章に引用される物語を追って：慶應義塾大学日吉
紀要『ドイツ語学・ドイツ文学』2011年３月　第47号　pp. 169-188
ボヘミア語版『七賢人物語』の紹介：作大論集　2011年３月　第１号　pp. 19-47
『百一夜物語』所収の「王子と七人の大臣の物語」：作大論集　2012年３月　第２号　
pp. 1-31
『シンドバード物語』所収話の泉源：作大論集　2013年３月　第３号　pp.1-24
学会での口頭発表等
『シンドバード物語』について：日本口承文芸学会　平成25年度第65回秋季例会　白百
合女子大学にて　平成25年10月19日
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
アジア民間説話学会日本支部理事（2009年３月14日～現在に至る）
人間文化学部　特任教授　野村勝彦
著書
分担執筆
第６章７節　障害のある子どもへの生徒指導，『中学・高校教師になるための教育心理
学』，心理科学研究会編，有斐閣，2012年４月10日，241-247．
第７章２節　教師の悩みと成長，『中学・高校教師になるための教育心理学』，心理科学
研究会編，有斐閣，2012年４月10日，256-262．
第７章３節　教師集団のなかでの教師の成長，『中学・高校教師になるための教育心理
学』，心理科学研究会編，有斐閣，2012年４月10日，263-269．
学術論文
共著
「国際協力事業における教育実践を基盤とした研修プログラムの構築−ボリビア多民族
国研修生を対象とした事例を通して−」，障害科学研究，2013年，37，65-76，左藤敦子・
池田綾乃・安藤隆男・四日市章・藤原義博・長﨑勤・間々田和彦・日髙雄之・吉沢祥子・
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佐藤孝二・野村勝彦・沼澤聡子．
「ボリビア国研修生に対する実践型研修の試み−筑波大学附属大塚特別支援学校におけ
る模擬授業を事例として−」，筑波大学特別支援教育研究，第７巻，2013年３月，19-33，
野村勝彦・安藤隆男・四日市章・藤原義博・長﨑勤・左藤敦子・間々田和彦・日髙雄之・
吉沢祥子・沼澤聡子．
学界での口頭発表等
超早期段階における知的・重複・発達障害児に対する教育研究（５）−地域の子育てに
おける教育的支援の在り方の検討−，日本特殊教育学会第50回大会　発表論文集，2013
年９月30日，P-4-E8，長峰美紀・久津京子・髙橋幸子・野澤純子・吉井勘人・安部博志・
野村勝彦・藤原義博．
南米における特別支援教育に関する研究−その２：南米ボリビア国の知的障害児への
教育について−，日本特殊教育学会第50回大会　発表論文集，2013年９月30日，P-4-E9，
　野村勝彦・間々田和彦・左藤敦子・四日市章・安藤隆男．
南米における特別支援教育に関する研究−その３：南米ボリビア国の視覚障害児への
教育について−　日本特殊教育学会第50回大会　発表論文集　2013年９月28日，P-1-A7，
間々田和彦・野村勝彦・左藤敦子・四日市章・安藤隆男．
ワークショップ：各障害が培ってきた専門性に基づく連携協働型実践研究の意義と展開
について：知的障害教育を軸とした連携の観点から−筑波大学特別支援教育研究セン
ターの事例−　日本特殊教育学会第50回大会発表論文集　2013年９月29日，88p，野村
勝彦．
テーマ：特別支援教育からのアプローチ，平成25年度作新学院大学・作新学院女子短期
大学部教育実践センター主催シンポジウム「これからの子どもたちとの人間関係づくり
～教育現場で体罰などのワナに陥らないために～」　2013年11月30日，野村勝彦．
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴JICA特別支援教育専門家（2008年～現在に至る）
⑵東京都文京区就学相談委員会　委員（2011年～2013年）
⑶東京都文京区特別支援教育専門家チーム　委員（2012年～2013年）
⑷一般社団法人　障害児・者の自立を図る桐親会　相談担当委員（2008年～現在に至る）
人間文化学部　特任講師　原貴子
学術論文
中島湘煙「同胞姉妹に告ぐ」論―法制度を超えて：上智大学国文学論集　上智大学国文
学会　2011年１月　第44号　pp.43-58（単著）
森鷗外「吃逆」論―〈対等〉の実現：鷗外　森鷗外記念会　2011年１月　第88号　
309
業績目録
pp.56-73（単著）
森鷗外「里芋の芽と不動の目」論―階層の拘束力：鷗外　森鷗外記念会　2012年１月　
第90号　pp.40-56（単著）
森鷗外「蛇」と普通選挙運動：上智大学国文学論集　上智大学国文学会　2013年１月　
第46号　pp.41-61（単著）
現場の論理―森鷗外「蛇」論：鷗外　森鷗外記念会　2013年１月　第92号　pp.46-62（単
著）
学会での口頭発表等
森鷗外「蛇」論―主義化への疑義：鷗外研究会　2012年３月
パネルディスカッション みんなで〈うた〉を考える―解釈と教授法：上智大学国文学
会冬季大会　2013年１月　（寺山修司短歌「マッチ擦る…」の解釈と教授法　担当）
社会的活動
昭和文学会　会務委員　2011年６月～現在に至る
人間文化学部　准教授　福島明子
著書
⑴感覚療法への招待：風間書房　（2012年５月31日）全256頁（編著）
学術論文
⑴精油を用いたアートセラピー「アロマコラージュ療法」の開発――フレグランスおよ
びコラージュ作品の検討：アロマテラピー学雑誌、公益社団法人日本アロマ環境協会
　2011年３月　11（1）　pp.25-40（単著）
⑵アロマコラージュ療法を複数回実施した場合の作品および心理社会的変化：アロマテ
ラピー学雑誌、公益社団法人日本アロマ環境協会　2012年３月　12（1）、50-65（単著）
⑶20種の精油の微生物に対する制菌効果：アロマテラピー学雑誌、公益社団法人日本ア
ロマ環境協会　2012年３月　12（1）、66-78（共著）
⑷青年期における〈修養〉体験と自己形成：野間教育研究所紀要第51集　人間形成と修
養に関する総合的研究　修養研究部会　2012年５月　pp23-51（単著）
⑸芸能と修養――日本舞踊を例として：野間教育研究所紀要第51集　人間形成と修養に
関する総合的研究、修養研究部会　2012年５月　pp369-405（単著）
学会での口頭発表等
⑴アロマコラージュ療法による欲求充足：日本健康心理学会第24回大会　2011年９月（個
人）
⑵依存行動における心身の特徴　日本健康心理学会第24回大会　2011年９月（共同研究）
⑶片頭痛患者におけるにおいに関する研究　日本頭痛学会第38回総会　2011年11月（共
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同）
⑷アロマコラージュ療法が自尊感情および社会的スキルに及ぼす効果　第75回日本民族
衛生学会総会　2011年11月（個人）
⑸アロマコラージュ療法の開発および効果の検討　日韓国際健康科学ワークショップ　
2011年11月（個人）
⑹アロマコラージュ療法における作品と気分の関連　日本健康心理学会第25回大会　
2012年９月（個人）
⑺アロマコラージュ療法における作品と向き合うワークの効果　日本健康心理学会第26
回大会　2013年９月（個人）
⑻他尊感情と自尊感情が自己表現に及ぼす影響　日本健康心理学会　日本健康心理学会
第26回大会　2013年９月（共同）
普及記事
⑴World Reportイギリス編Ⅱ-④　イギリスの補完療法：Aromatherapy Environment
社団法人日本アロマ環境協会　2011年３月　59, 38-39
⑵日本の精油を訪ねる旅１　奈良県吉野町ヒノキ精油：Aromatherapy times日本語版，
英国IFA（国際アロマセラピスト連盟）　2010年７月　夏号，5-7
⑶日本の精油を訪ねる旅２　北海道滝上町　和ハッカ　JM-23号：Aromatherapy times
日本語版，英国IFA（国際アロマセラピスト連盟）　2011年１月　冬号，5-7
⑷香りを使ったアートセラピー、アロマコラージュ療法PART1：Aromatherapy times
日本語版　国際アロマセラピスト連盟　2013年４月　春号，22-23頁
⑸香りを使ったアートセラピー、アロマコラージュ療法PART2　Aromatherapy times
日本語版　国際アロマセラピスト連盟　2013年７月　夏号，16-17頁
外部獲得資金
⑴平成23～25年度科学研究費助成事業萌芽研究　2011年４月　香りを用いた芸術療法、
アロマコラージュ療法の開発および効果の検討（個人研究）
⑵大学コンソーシアムとちぎ・大学を超えた共同研究支援事業　2011年９月　メディカ
ルハーブが片頭痛患者のリラクゼーションに及ぼす効果　（共同研究・研究代表者）
⑶公益社団法人日本アロマ環境協会研究助成金　2012年４月　片頭痛患者に対するアロ
マテラピーの効果　（共同研究・分担）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴宇都宮自閉症児親の会・いずみの会へのアロマセラピーをとおした支援活動（2009年
～現在に至る）
⑵高根沢町教育委員会と連携し、適応指導教室における不登校児童生徒へのアロマセラ
ピーをとおした支援活動（2010年４月～現在に至る）
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⑶社団法人日本アロマ環境協会　学術調査研究委員会委員（2010年９月～2012年３月）
※現・公益社団法人
⑷NPOとちぎボランティアネットワークと連携し、東日本大震災の被災地におけるア
ロマセラピーをとおした支援活動（2012年）
受賞
⑴第１回パルファン・グランプリ最優秀賞受賞　アトリエ・アローム＆パルファン・パ
リ主催（2013年12月22日）
メディア掲載・報道
⑴Aromatopia，114号，103頁　2012年９月発売　フレグランスジャーナル　おすすめ
BOOKページ　『感覚療法への招待』紹介記事
⑵『感覚療法への招待』紹介記事掲載　2012年９月発行　公益社団法人日本アロマ環境
協会　Aromatherapy　Environment, 65号, 49頁　BOOK REVIEW
⑶企画・運営・司会を務めた10月８日公開講座「東日本大震災チャリティ特別企画」紹
介記事掲載　2012年９月20日付下野新聞朝刊
⑷企画・運営・司会を務めた10月８日公開講座「東日本大震災チャリティ特別企画」紹
介記事掲載　2012年９月25日付下野新聞朝刊
⑸企画・運営・司会を務めた10月８日公開講座「東日本大震災チャリティ特別企画」報
道　2012年10月８日　とちぎテレビ18時ニュース
⑹企画・運営・司会を務めた10月８日公開講座「東日本大震災チャリティ特別企画」紹
介記事掲載　2012年10月９日付朝日新聞朝刊
⑺『感覚療法への招待』に関するインタビュー記事掲載　2012年10月25日付教育医事新
聞第338号
⑻ボランティア活動・研究室紹介記事掲載　2014年１月７日付朝日新聞朝刊
人間文化学部　教授　藤本一男
学術論文
⑴「3.11以降、学生たちの生活上の注意事項、情報摂取メディアはどのように変化した
か−『社会調査及び実習-Ⅰ』2011による調査をもとに−」『作大論集』　作新学院大
学 2012年３月15日　第２号　pp. 313-332　山尾貴則
⑵「社会調査/フィールドワークのためのGPS活用法⑴」『作大論集』　作新学院大学 
2012年３月15日　第２号　pp.281-292
⑶「中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーションルール−『社会調査及
び実習１』2012による調査をもとに−」『作大論集』　作新学院大学　2013年３月15日 
第３号　pp.205-220　山尾貴則
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講演
⑴「メディア」の発達と自我の行方　河合塾（仙台校）「知の広場　2012年」2012年８
月７日
⑵「IT社会と私たちの未来　― 電子文字と自我の変容を手がかりに考える ―」河合塾
（立川校本館）　「エンリッチ講座2012」　2012年11月１日
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴宇都宮市廃棄物減量推進審議会委員（2010年２月～現在に至る）
⑵栃木県キャリア形成支援推進協議会（2010年～現在に至る）
人間文化学部　教授　松本秀彦
学術論文
⑴健常成人におけるADHD症状尺度得点とGO/NOGO課題で惹起されるERPとの関連：
作大論集　2011年３月　１　pp.239-250　松本秀彦・諸冨隆
⑵保育者が「気になる子」の発達と行動特性：作大論集　2011年３月　１　pp.209-225
　木村明子・松本秀彦
⑶LD傾向のある児童における算数文章題指導-COMPASSによる躓きの分析に基づく文
章概念化を援助する教材を用いて−：作大論集　2012年３月　２　pp.249-260　宇田
川真智子・松本秀彦
⑷保育園における「気になる子」への支援事例研究−一斉指導における退室行動を教室
の環境調整によって減少させるこころみ−：作大論集　2012年３月　２　pp.261-279 
木村明子・松本秀彦
⑸広汎性発達障害が疑われる児童の学級適応に関する研究　−離席・徘徊行動低減にお
けるICF-CYに基づくアセスメントと個別の学習指導を通して−：作大論集　2013年
３月　３　pp.165-188　松本秀彦・池本喜代正・仙道ゆきゑ
⑹ひらがな読み指導における多層指導モデル　MIM教材の有効性についての研究−特
殊音節の読みに特に困難を示す小学校２年生男児についての事例研究−：作大論集　
2013年３月　３　pp.155-164　柳田ゆかり・松本秀彦
報告書
⑴発達障害事例への対応（第３分科会のまとめ）： 2012年３月　メンタルヘルス研究協
議会平成23年度報告書　P.48-49　松本秀彦・須甲克也
⑵大学及び短大からの中途退学に関する考察と提言：中途退学者の課題・支援検討委員
会：2013年３月　中途退学者の課題・支援検討委員会報告書　P.58-62　支援案策定
検討担当（委員　古玉佐知子・滝田栄一・松本秀彦・末廣啓子・五月女行徳・塚本明
子・齋藤三枝子・小林京子・岩井俊宗・横松陽子・中村美津子・谷田克彦）
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学会での口頭発表等
主発表
⑴連続音刺激の中のgapおよび刺激offsetに対するAEPの特徴：第29回日本生理心理学
会大会　2011年５月　大会発表抄録（p.60）　松本秀彦・荒井宏太・諸冨隆
⑵テトリスゲーム課題遂行におけるFrontal midline theta：興味関心、ゲーム集中およ
び性格特性との関連：JSBET2012大会　2012年９月　発表論文集（pp.32）　松本秀彦・
本平智美・諸富隆
⑶発達障害の疑われる児童への離席・徘徊行動低減の支援−ICF-CYに基づくアセスメ
ントと個別の学習指導を通して−：日本特殊教育学会第50回大会　2012年９月　発表
論文集（USB配布）　松本秀彦・仙道ゆきゑ
⑷ひらがな読み指導におけるMIM教材の有効性についての研究−特殊音節の読みに特
に困難を示す小学校２年生男児についての事例検討−：日本LD学会第21回大会　
2012年10月　発表論文集（pp 566-567）　松本秀彦・柳田ゆかり
⑸特殊音節指導教材MIM ‐ PMアセスメントと国語単元テストとの関連性について～
小学校１,２年における得点の推移から～：日本LD学会第22回大会　2013年10月　発
表論文集（pp414-415）　松本秀彦・三澤雅子・原田浩司
連名発表
⑹空気砲により提示された香りが眠気防止に及ぼす効果−ワサビベースの香りを用いた
検討−：第29回日本生理心理学会大会　2011年５月　大会発表抄録　（p.47）　水口歴・
松本秀彦・松尾典義・諸冨隆
⑺LD傾向のある児童における算数文章題指導～COMPASSによる躓きの分析に基づく
文章概念化を援助する教材を用いて～： LD学会第20回大会　2011年９月　発表論文
集　（pp.308-309）　宇田川真智子・松本秀彦
⑻保育者が気になる「気になる子ども」とはどのような子どもなのか？新版S-M社会生
活能力検査と行動チェックリストからの検討：特殊教育学会第49回大会　2011年９月
　大会発表論文集　（p.763）　木村明子・松本秀彦
⑼アセスメントから見えてきた通常の学級の入門期の読み書き指導における成果と課題
～ひらがな清音指導からMIMを活用した特殊音節・読みの流暢性を高める指導を通
して～：日本LD学会第21回大会　2012年10月　発表論文集　（pp.518-519）　三澤雅子・
松本秀彦・原田浩司
⑽アセスメントから見えてきた通常の学級の読みの流暢性を高めるための指導～MIM
‐ PM3rdステージの児童への個別指導実践の成果と課題～：日本LD学会第22回大会
　2013年10月　発表論文集　（pp.412-413）　三澤雅子・松本秀彦・原田浩司
⑾書きのつまずきの背景～未知文字視写を通した視覚構成能力について～：日本LD学
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会第22回大会　2013年10月　発表論文集　（pp.684-685）　小田部夏子・三森千種・佐
藤友貴・小町祐子・畦上恭彦・松本秀彦・原田浩司
⑿初見音読状況による読書困難のアセスメント～日本語文提示システム「よもーヨ」の
開発・活用～：日本LD学会第22回大会　2013年10月　発表論文集　（pp.416-417）　原
田浩司・荒川一志・青木恭太・村山慎二郎・小田部夏子・松本秀彦
⒀健常男子大学生の随意運動遂行時および動作観察時における脳活動−EEG の Mu リ
ズムを指標として−：第31回日本生理心理学会　2013年５月　発表論文集　（p51）　
杉野信太郎・松本秀彦・諸冨隆・田中見太郎
⒁広汎性発達障害児の心の健康を支援するグループ活動に関する研究―CBCL等による
グループプログラムの効果測定の結果から―：日本LD学会第22回大会　2013年10月
　発表論文集　（pp.400-401）　志賀タミイ・松本秀彦・田所摂寿
シンポジウム
⒂栃木発Ⅲ特別支援教育は学校に何をもたらしたのか～４年間の実績から見えてきたも
の～：日本LD学会第20回大会　2011年９月　大会発表論文集　（pp.210-211）　原田浩
司・松本秀彦・荒川一志・冨永由紀子・松下美代子・山崎一洋・福田宜男
⒃障害児・者発達の生理機構とその援助11　一人ひとりを大切にした自閉症スペクトラ
ム障害児の認知評価：日本特殊教育学会第49回大会　2011年９月　大会発表論文集　
（p.84）　堅田明義・寺田信一・鈴木保巳・林恵津子・松本秀彦
⒄障害児・者発達の生理機構とその援助12　一人ひとりを大切にした重症心身障害児の
認知機能評価と指導:日本特殊教育学会第50回大会　2012年９月　発表論文集, ページ
なし（USB配布）　（企画：堅田明義・寺田信一・鈴木保巳・林恵津子・松本秀彦）（司
会担当）
⒅発達障害の心理的サポートとカウンセリング−カウンセリングの視点から特別支援教
育を語る−．話題提供「教室を飛び出す児童の理解と手立て：スクールカウンセラー
としての関わり」：日本LD学会第21回大会　2012年10月　大会論文集（p194-195）（企
画：松本秀彦・原田浩司）（司会、話題提供担当）
⒆障害児・者発達の生理機構とその援助13　脳波基礎律動成分による脳機能評価を療育
現場において個々の指導に活用する：日本特殊教育学会第51回大会　2013年８月　発
表論文集　（CD-ROM配布）　（企画：堅田明義・寺田信一・鈴木保巳・林恵津子・松
本秀彦）（司会担当）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴那須烏山市特別支援教育グランドモデル事業　巡回相談員（2010年４月～2012年３月）
⑵栃木県立岡本特別支援学校　学校評議員（2011年４月～現在に至る）
⑶栃木県特別支援教育推進事業・特別支援教育スーパーバイザー（2012年４月～現在に
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至る）
⑷特別支援教育充実事業・真岡市支援内容検討会スーパーバイザー（2012年４月～現在
に至る）
⑸中途退学者の課題・支援検討委員会（栃木県テーマ別プラットフォーム事業採択テー
マ）：大学及び短大の中途退学における課題と支援検討部会委員（2012年４月～2013
年３月）
⑹那須烏山市通常学級ユニバーサルデザイン応援事業巡回相談員（2013年４月～現在に
至る）
⑺栃木県小山市乙女小学校「ユニバーサルデザイン授業推進研究」アドバイザー（2013
年４月～現在に至る）
⑻那須烏山市、文科省委託事業「発達障害に関する教職員の専門性向上事業」委員（2013
年８月～現在に至る）
人間文化学部　准教授　山尾貴則
著書
ポストモラトリアム時代の若者たち　社会的排除を超えて　世界思想社　2012年11月30
日　248　村澤和多里，村澤真保呂
論文
３.11以降、学生たちの生活上の注意事項、情報摂取メディアはどのように変化したか
―「社会調査及び実習１」2011による調査をもとに―　作大論集２　作新学院大学　
2012年３月15日　pp.313-332　藤本一男
中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール　―「社会調査及
び実習１」2012による調査をもとに―　作大論集３　作新学院大学　2013年３月15日　
pp.205-220　藤本一男
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
とちぎ若者サポートステーション　スタッフ（2008年４月１日～現在に至る）
宇都宮市もったいない運動市民会議委員（普及促進部会）（2011年４月１日～現在に至る）
宇都宮市社会教育委員（2013年７月１日～現在に至る）
外部獲得資金
科学研究費（基盤研究（C））　課題番号23531133　研究代表者　山尾貴則　「若者を排除
しない地域社会へ―若者支援とまちづくりの融合へ向けた総合的研究」　2011-2013年度
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短期大学部　教授　青木章彦
著書
⑴『明日をつくる子どもたちの環境学習　-環境学習プログラム幼児・小学生編-』　栃木
県・栃木県教育委員会　平成25年３月　210ページ（共著、委員長）
⑵『地域防災教育事例集』　栃木県教育委員会　平成25年３月　118ページ（共著、委員長） 
DVD
⑴栃木県が作成した『奥日光ラムサール条約湿地保全DVD「つなごう いのちの共生を 
いま『とちぎ』から 奥日光の湿原」の製作に協力した。また、その中で、奥日光の
生物多様性について、一般向けと小学生向けに解説した。　平成24年３月　栃木県
学術論文
⑴「幼少期の自然体験活動プログラムの成果と課題　-自然と遊ぼう! ちびっ子隊の３年
間を振り返って-」（単著）　平成22年３月　栃木県教育委員会
寄稿文
⑴「とちぎの自然を考える」　下野新聞「日曜論壇」　平成24年12月９日
⑵「生物多様性の主流化を」　下野新聞「日曜論壇」　平成25年１月20日
⑶「体験通して環境を学ぶ」　下野新聞「日曜論壇」　平成25年２月24日
⑷「若者の力を環境保全に」　下野新聞「日曜論壇」　平成25年３月31日
⑸「ラムサール条約　理念実践」　下野新聞「日曜論壇」　平成25年５月５日
⑹「防災教育の充実が急務」　下野新聞「日曜論壇」　平成25年６月９日
⑺「賢明な利用の実現を」　東京新聞「談論誘発」　平成25年６月29日
学会での口頭発表等
⑴とちぎ観光資源活用研究会第39回定例研究会　平成23年12月14日　「渡良瀬遊水地と
観光」（単独）
⑵ラムサール条約第11回締約国会議（COP11）　ラムサール条約認定登録証授与式　平
成24年７月７日　「渡良瀬遊水地に関するスピーチ」（ルーマニア、ブカレスト）（単独）
⑶第13回足尾グリーンフォーラム（NPO法人足尾に緑を育てる会）　平成24年８月19日
　「植林ボランティアの新たな地平」（単独）
⑷ラムサール条約湿地登録記念講演会　平成24年９月29日　「渡良瀬遊水地の生物多様
性について」（基調講演、単独）
教育的な業績
⑴「とちぎユースボランティア研修会」（栃木県教育委員会・芳賀青年の家）で、高校
生を対象とした、ユースボランティア研修会で主任講師を努め、ボランティアの基礎
から子どもに対する指導方法、自然体験のプログラム作りを指導し、その結果として、
高校生は小学生の自然体験を指導した（その様子は、とちぎテレビで放送された）。（平
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成22年８月10日～12日）
⑵「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、52名を、作新短大生４名の
ボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平
成22年８月15日～19日）
⑶栃木県主催の「生物多様性シンポジウム」で、基調講演を行い、パネルディスカッショ
ンのコーディネーターを務めた。（平成22年10月11日）
⑷栃木県幼稚園連合会主催の「資質向上選抜養成講座VI」で、「子どもと保育者と自然
体験　- 今、「子どもの自然体験」を改めて問い直す -」と題して、講義とワークショッ
プを行った。（平成22年11月13日）
⑸青木研究室・環境教育ネットワークとちぎ共催の「プロジェクトワイルド・エデュケー
ター養成講習会」で、プロジェクトワールドの初級指導者の養成講座を行い、主任講
師を務めた。（平成22年11月14日）
⑹「環境教育関東ミーティング」で、オープニングトークのパネラーを務めた。（平成
22年12月11日）
⑺栃木県教育委員会主催の「学校支援活動運営協議会成果発美会」で、学校支援活動運
営協議会会長として、学校支援地域本部事業の成果発表会のコーディネート及び講評
を行った。（平成23年２月15日）
⑻栃木県主催の「県南環境事務所研修会」で、渡良瀬遊水池周辺でのNGO活動の紹介と
室内でのワークショップならびにフィールド研修の講師を務めた。（平成23年３月11日）
⑼国交省利根川上流河川事務所・アクリメーション財団・わたらせ未来基金主催の「貴
重な植物をまもろう！セイタカアワダチソウとヤナギの除去作戦」で、渡良瀬遊水池
環境学習フィールドでの外来植物除去に際し、レクチャーと自然観察の講師を努め、
除去作業の指導を行った。（平成23年５月８日）
⑽アクリメーション財団主催の「渡良瀬遊水池環境学習講座」で、生物多様性に関する
概論と、渡良瀬遊水池の生物多様性に関する講義を行った（地元のケーブルテレビで
放映）。（平成23年６月11日）
⑾栃木県総合教育センター主催の「平成23年度環境学習プログラム研修」で、基調講演
として、「新しい環境教育の展開」の講義を行った。（平成23年７月４日）
⑿太平少年自然の家主催の「平成23年度 親子わくわく自然体験」で、主任講師を務め、
年長児から小学２年生までの子ども約40名の１泊２日の自然体験の指導を行った。（平
成23年７月16日～17日）
⒀栃木県主催の「奥日光ラムサール条約湿地保全シンポジウム」で、パネルディスカッ
ションのコーディネーターを務めた。（平成23年７月23日）
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⒁栃木県幼稚園連合会主催の「第58回栃木県幼稚園教育研究大会」で分科会の助言者を
務め、40名の現職保育者に自然体験と講義を行い、ワークショップを主催した。（平
成23年７月27日）
⒂「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～高校１年生、115名を、作新短大生７名
のボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）
（平成23年８月６日～10日）
⒃栃木県主催の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生物多様性や
奥日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、奥日光での
フィールドワークも実施した。（平成23年８月12日・19日・27日）
⒄とちぎ学生未来創造会主催の「ミライ・カタル・キャンプ」で、自然体験の講師を務
めた。（平成23年９月14日～15日）
⒅渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議会・渡良瀬遊水池をラムサール条約登録地に
する会・わたらせ未来基金主催の「秋田県大潟村、渡良瀬遊水池のチュウヒたち　―
湿原のハンター・絶滅危惧種の保護―」で、パネルディスカッションのパネラーを務
めた。（平成23年11月12日）
⒆栃木県主催の「とちぎ環境県民大会」で、「親と子の自然体験」と題して、親子を対
象とした身近な自然環境を活かした環境教育の講演を行った。（平成23年12月３日）
⒇栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」で講師を務め、フィールドワークを指導
するとともに、森林環境教育の講義を行った。（平成24年２月３日）
(21)㈶渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団主催の「平成23年度 渡良瀬遊水地環境学
習講座」で、「湿地再生地の調査」と題して、試験掘削地の植生の再生について解説
した。（平成24年２月４日）
(22)水環境条例制定ネットワーク主催の「渡良瀬遊水地植物観察会」で、植物観察を指導
した。（平成24年５月４日）
(23)栃木県企業局主催の「みぶ羽生田産業団地内で確認された稀少植物の移植及び播種」
において、壬生町の２つの小学校の児童と保護者60名に希少植物の保全活動の指導
と授業を行った。なお、この様子は下野新聞に取り上げられた。（平成24年５月12日、
６月29日、10月29日）
(24)国交省利根川上流河川事務所・アクリメーション財団・わたらせ未来基金主催の「貴
重な植物をまもろう！セイタカアワダチソウとヤナギの除去作戦」で、渡良瀬遊水池
環境学習フィールドでの外来植物除去に際し、レクチャーと自然観察の講師を努め、
除去作業の指導を行った。（平成24年５月14日）
(25)「環境学習プログラム（幼児・小学校編）改訂における編集委員会（栃木県）」で、「環
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境教育の最近の動向」と題して講演した。（平成24年５月25日）
(26)「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）
で、塾長（指導者代表）として小学３年生～高校１年生、90名を、作新短大生５名の
ボランティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平
成24年８月４日～８日）
(27)栃木県主催の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生物多様性や
奥日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、奥日光での
フィールドワークも実施した。（平成24年８月９日・10日・17日）
(28)とちぎ学生未来創造会主催の「ミライ・カタル・キャンプ」で、自然体験の講師を務
めた。（平成23年９月６日～７日）
(29)ラムサール条約湿地登録記念自然観察会（栃木県・栃木市・小山市・野木町主催）で
植物観察の講師を務めた。（平成24年９月29日）
(30)栃木県芳賀青年の家主催の「防災キャンプ」【成人対象】で、主任講師を務めた。（平
成24年10月６日～８日）
(31)栃木県芳賀青年の家主催の「防災キャンプ」【小学生対象】で、主任講師を務めた。（そ
の様子は、とちぎテレビで放送された）（平成24年11月23日～25日）
(32)栃木県主催の「生物多様性シンポジウム」で、パネルディスカッションのコーディネー
ターを務めた。（平成24年12月１日）
(33)栃木県コミュニティ協会・栃木県生活学校連絡協議会主催の「コミュニティ・生活学
校運動栃木県大会」で、「地球温暖化と身近な省エネ」と題して基調講演をするとと
もに、パネルディスカッションのコーディネーターを務めた。（平成24年12月３日）
(34)栃木県主催の「生物多様性普及啓発講座」で、「“人と自然が共生するとちぎ”のため
の基礎講座」と題して、午前・午後を通して、講義とワークショップを行った。（平
成25年１月12日）
(35)栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」で、「先生とボランティアのための「身
近な自然の指導法」を学ぼう（パート２）」と題して、体験学習の重要'性や学校など
身近な自然の中での森林学習の実践方法についての講義及び実習を行った。（平成25
年２月８日）
(36)栃木県教育委員会主催の「青少年教育事業活性化協議会」において、「防災に関する
体験活動の実際」と題するシンポジウムにおいて助言者を務めた。（平成25年２月12日）
(37)渡良瀬遊水地アクリメーション財団主催の「渡良瀬遊水地環境学習講座」において、「境
学習フィールドの植生の変化」と題して講演を行った。（平成25年２月16日）
(38)環境教育関東ミーティング2012実行委員会主催の「環境教育関東ミーティング2012」
において、オープニングの全体会のパネラーを務めた。また、分科会で「渡良瀬遊水
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地の生物多様性について」と題して講演とワークショップを行った。（平成25年３月
16日）
(39)水環境条例制定ネットワーク主催の「渡良瀬遊水地植物観察会」において講師を務め
た。（平成25年４月21日）
(40)宇都宮市立清原中学校の創立記念日の記念講演として「環境問題と私たちのくらし　
身近なところから見直そう」と題して、全校生徒に講演した。（平成25年４月26日）
(41)とちぎ学生未来創造会主催の「ミライ・カタル・キャンプ」で、主任講師を務めた。（平
成25年６月29日～30日）
(42)栃木県教育委員会主催の「防災に関する体験活動指導者養成研修」において、「防災
教育の意義と今後の方向性」と題して、講演を行った。
「おきなわ遊・YOU塾」（とちぎテレビ主催、後援：栃木県、栃木県教育委員会、等）で、
塾長（指導者代表）として小学３年生～中学３年生、90名を、作新短大生５名のボラ
ンティアを指導しながら引率した。（その様子は、とちぎテレビで放送された）（平成
25年８月３日～７日）
(43)アジア環境創造型稲作技術会議2013において、第３分科会を担当した。また、分会科
の成果を全体会で発表した。（平成25年８月９日～11日）
(44)栃木県主催の「奥日光カレッジ」で、講師を務め、高校生～大学生に、生物多様性や
奥日光の自然環境についての体験型の学習をコーディネートした。また、奥日光での
フィールドワークも実施した。（平成25年８月19日・20日・23日）
(45)栃木県芳賀青年の家主催の「防災キャンプ」【成人対象】で、主任講師を務めた。（平
成25年９月26日～27日）
(46)栃木県教育委員会・とちぎ海浜自然の家主催の、「海浜防災キャンプ」で、主任講師
を務めた。（平成25年10月12日～14日）
(47)宇都宮市立簗瀬小学校で、田川の水生生物調査の授業を行った。（平成25年10月22日・
12月３日）
(48)栃木県主催の「生物多様性普及啓発講座」で、「「みんなで守ろう!!　とちぎの生物多
様性」- “人と自然が共生するとちぎ”のための基礎講座 -」と題して、講義とワーク
ショップを行った。（平成25年11月２日）
(49)栃木県主催の「奥日光ラムサール条約登録湿地保全シンポジウム」でパネルディスカッ
ションのコーディネーターを努めた。（平成25年11月16日）
(50)栃木県立栃木翔南高校の創立記念日に、「渡良瀬遊水地から考える地球環境　- Think 
globally, act locally -」と題して、全校生徒に講演した。
(51)栃木県主催の「森林環境学習指導者研修会」において、「先生とボランティアのため
の「身近な自然の指導法」を学ぼう」と題して、体験学習の重要性や学校など身近な
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自然の中での森林学習の実践方法についての講義及び実習を行った。
(52)環境教育関東ミーティング2013実行委員会主催の「環境教育関東ミーティング2013」
で、実行委員長を務め、全体のコーディネートを行った。また、全体会を取り仕切る
とともに、分科会を担当した。さらに、２つのエクスカーションを担当した。なお、
参加者は100名を超え、中国と韓国の研究者も参加した。（平成25年12月７日～９日）
(53)市貝町主催の「「市貝町サシバの里づくり基本構想」シンポジウム＆説明会」に置いて、
「生物多様性を生かした地域づくり」と題して基調講演をするとともに、パネルディ
スカッションのパネラーを務めた。（平成25年12月15日）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴栃木県文化財保護審議会委員（現在）
⑵栃木県地球温暖化防止活動推進センター運営委員会委員長（現在）
⑶栃木県優良推奨図書審査会委員長（平成25年３月まで）
⑷栃木市環境審議会会長（現在）
⑸生物多様性とちぎ戦略検討委員会委員長（現在）
⑹菊沢川 川づくり検討委員会委員長（栃木県安足土木事務所）（現在）
⑺日光杉並木街道保護対策連絡協議会委員（現在）
⑻県民の命を守る河川砂防構想懇談会委員（栃木県）（現在）
⑼栃木県河川整備計画懇談会委員（現在）
⑽栃木県国土利用計画審議会委員（現在）
⑾利根川水系河川整備計画 鬼怒川・小貝川有識者会議委員（国土交通省関東地方整備局）
（現在）
⑿渡良瀬遊水地湿地保全・再生検討委員会委員（国土交通省利根川上流河川事務所）（現
在）
⒀渡良瀬遊水地湿地保全・再生モニタリング委員会（国土交通省利根川上流河川事務所）
（現在）
⒁南関東エコロジカル・ネットワーク形成に関する検討委員会（国土交通省関東地方整
備局）（現在）
⒂下館河川事務所総合評価審査分科会委員（国土交通省下館河川事務所）（現在）
⒃小山市ラムサール条約湿地登録 ・コウノトリ野生復帰推進協議会副会長（現在）
⒄小山市生物多様性地域戦略検討協議会副会長（現在）
⒅第２次宇都宮市緑の基本計画策定懇談会委員（現在）
⒆那須平成の森基金委員会委員（環境省関東地方環境事務所）（現在）
⒇北関東自動車道鳥類モニタリング検討委員会委員長（ネクスコ東日本宇都宮工事事務
所）（現在）
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(21)壬生町羽生田地区用地造成事業自然環境保全モニタリング委員会委員長（栃木県企業
局）（現在）
(22)鬼怒テクノ通り希少動植物種モニタリング検討会委員長（栃木県）（現在）
(23)宇都宮高根沢バイパス自然環境保全検討会委員長（栃木県）（現在）
(24)ごみ処理施設建設に係る猛禽類調査検討会委員長（芳賀地区広域事務組合）（現在）
(25)栃木市千塚町上川原地区開発事業に係る自然環境保全対策検討委員会委員長（現在）
(26)オオタカの森保全モニタリング検討会委員長（日光市）（現在）
(27)栃木県自然保護功労賞・奨励賞選考審査会委員（読売新聞宇都宮支局・日本野鳥の会
栃木）（現在）
(28)財団法人栃木県環境技術協会評議員（現在）
(29)渡良瀬遊水地第２調節池環境学習フィールド利用促進連絡会委員（（財）渡良瀬遊水
地アクリメーション振興財団）（現在）
(30)栃木地域技術懇談会委員（ネクスコ東日本）（現在）
(31)環境教育ネットワークとちぎ代表（現在）
(32)栃木県植物研究会幹事（現在）
(33)栃木県ネイチャーゲーム協会監事（現在）
(34)わたらせ未来基金代表世話人（現在）
(35)とちぎ学生未来創造会議オブザーバー（現在）
(36)コウノトリトキの舞うふるさとおやまをめざす会理事（現在）
(37)公益財団法人日光杉並木保護財団における最初の評議員選定委員会委員長（平成24年
３月５日～12月31日）
(38)環境学習プログラム（幼児・小学校編）改訂における編集委員長（栃木県）（現在）
(39)足利市合流式下水道緊急改善事業アドバイザー会議委員長（平成25年３月まで）
(40)最初の評議員選定委員会委員長（財団法人栃木県環境保全公社）（平成24年１月１日
～12月31日）
(41)合流式下水道事業の事後評価に関する事後評価アドバイザー会議委員長（小山市）（平
成25年３月まで）
(42)栃木県県民の森指定管理者選考委員会会議委員長（平成24年６月１日～12月31日）
(43)越後・日光・三国山系カモシカ保護地域特別調査に係る指導委員会委員（栃木県、群
馬県、長野県、新潟県の各教育委員会）（現在）
(44)栃木県都市公園指定管理者選考委員会委員長（平成25年４月１日～12月31日）
(45)アジア環境創造型稲作技術会議2013実行委員会委員、第３分科会を担当（平成25年２
月１日～10月31日）
(46)市貝町サシバの里づくり基本構想策定委員会委員長（現在）
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(47)環境教育関東ミーティング2013実行委員会委員長（平成25年２月１日～現在）
(48)公益財団法人日光杉並木保護財団理事（平成25年４月１日～現在）
(49)体験活動センターわたらせ運営委員会委員（平成25年４月１日～現在）
(50)馬頭最終処分場建設検討委員会委員（平成25年９月９日～現在）
(51)那須烏山市放課後子ども教室推進事業検討部会委員（平成25年10月１日～現在）
(52)環境学習プログラム（中学・高校編）改訂における編集委員長（栃木県）（平成25年
４月１日～現在）
短期大学部　教授　赤羽薫
著書・学術論文
栃木二紀小品展：ギャラリー青羅（東京）　平成23年１月
尾道市文化協会奨励賞　平成23年２月
北の大地ビエンナーレ：中札内文化創造センター（北海道）　平成23年５月
栃木県芸術祭招待出品：栃木県立美術館　平成23年10月
第65回二紀展・委員推挙：国立新美術館　平成23年10月
二紀会栃木支部展：栃木県総合文化センター　平成24年８月
耀画廊創設記念作家展：（東京）　平成24年９月
自然へのオマージュ展：耀画廊（東京）　平成24年10月
栃木県芸術祭招待出品：栃木県立美術館　平成24年10月
第66回二紀展：国立新美術館　平成24年10月
二紀展出品作「自然へのオマージュ」が平成25年６月まで愛知・京都・広島・福岡・宮
崎・長崎・佐賀・金沢21世紀各美術館巡回　平成24年11月
栃木二紀小品展：ギャラリー青羅（東京）　平成25年１月
春季二紀展：東京美術館　平成25年３月
二紀会彫刻・絵画四人展：耀画廊（東京）　平成25年５月
耀の会展：耀画廊（東京）　平成25年６月
大田原市街かど美術館招聘　平成25年６月
インターナショナル芸術シンポジウム　JAHORINA　2013招待参加
（ボスニア・ヘルツェゴビナ）　平成25年７月　現地制作
「CYCLE　of　LIFE」がサラエボ・ドバイ・バチコ等巡回
二紀栃木支部展：栃木県総合文化センター　平成25年８月
栃木県芸術祭招待出品：栃木県立美術館　平成25年10月
第67回二紀展：国立新美術館　平成25年10月
二紀展出品作「水の賦」が平成26年５月まで名古屋・福岡・浜松等各美術館巡回
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社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
第４回「うつのみや百景と風景を描く子ども絵画コンクール」を東武宇都宮百貨店を会
場に開催　同会場でワークショップ「子どもアトリエ」を実施　平成23年１月
栃木県立美術館「子どもを対象とした造形ワークショップ」を企画　平成23年５月
栃木県芸術祭　作品批評会講師：栃木県立美術館　平成23年10月
短期大学部学生参加による「子どもを対象とした造形ワークショップ」を開催：栃木県
立美術館　平成24年５月～12月
那須町景観審議会　平成24年６月
栃木県屋外広告物講習会講師　平成24年９月
栃木県芸術祭　運営委員・審査員：栃木県立美術館　平成24年10月
栃木県芸術祭　作品批評会講師：栃木県立美術館　平成24年10月
栃木県芸術祭主催講演会講師：栃木県立美術館　平成24年10月
第66回二紀展作品批評会講師：国立新美術館　平成24年10月
宇都宮市屋外広告物講習会講師　平成25年７月
栃木県芸術祭審査員：栃木県立美術館　平成25年10月
第67回二紀展作品批評会講師：国立新美術館　平成25年10月
那須町景観審議会　平成25年11月
現在
一般社団法人二紀会　委員、審査員
一般社団法人二紀会栃木県支部長
栃木県芸術祭　運営委員、審査員
宇都宮美術館協議会委員
「宇都宮エスペール賞」選考委員
宇都宮市景観アドバイザー
栃木県景観審議会委員
那須町景観委員
栃木県屋外広告物講習会講師
宇都宮市屋外広告物講習会講師
短期大学部　教授　石原栄子
著書
保育課程・教育課程論：大学図書出版（2014年３月）160ページ佐藤康富外11名
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
栃木県家庭教育振興促進委員会委員長
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とちぎ未来づくり財団評議員
栃木県社会福祉協議会評議員
とちぎ福祉サービス第三者評価推進機構運営委員
小山市福祉施設整備支援対象社会福祉法人等選定委員会委員
とちぎ協働デザインリーグ常任理事
短期大学部　教授　久野高志
著書・学術論文等
教育・保育・施設実習テキスト（第２版）：建帛社　2013年１月　共著
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
宇都宮市市民活動助成金審査会委員（2005年５月～現在に至る）
NPO宇都宮まちづくり市民工房理事（2005年９月～現在に至る）
ねんりんピック栃木2014実行委員会委員（2012年７月～現在に至る）
社会福祉法人ともの会あさひの保育園第三者委員（2013年４月～現在に至る）
宇都宮市みんなでまちづくり会議委員（2013年10月～現在に至る）
短期大学部　講師　設楽紗英子
学術論文
⑴ワーク・エンゲイジメントの規定因と後続事象に関する研究　―個人的要因と組織的
要因からの検討　博士論文　2012年
学会での口頭発表等
⑴職場の勤労者の関係性攻撃を多次元的に測定し，その心理社会的適応との関連を検討
　日本心理学会第76回大会発表論文集　2012年　濱口佳和・櫻井茂男・渡辺弥生　他
⑵ワーク・エンゲイジメントの規定因と後続事象に関する研究　―個人的要因と組織的
要因からの検討―　日本心理学会第76回大会発表論文集　2013年
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴牛久市　幼児教育支援事業　保育カウンセラー
短期大学部　教授　西田直樹
著書
「仮名書き絵入り往生要集」の成立と展開（和泉書院）（単著）
『往生要集絵巻』詞章と絵の研究（和泉書院）（単著）
浄福寺本仮名書き『往生要集』影印・翻刻・解説（おうふう）（共著）
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学術論文の場合
⑴『往生要集』解釈史の史料としての「仮名書き絵入り往生要集」（福原隆善先生古稀
記念論文集所収）（単著）（2013）
⑵増上寺蔵『五百羅漢図』の成立過程の研究（作大論集第２号）（単著）（2011）
⑶「和字絵入往生要集」第18図「第四人道の事」の挿絵研究と解釈　−八田華堂金彦の
独自性―（作新学院大学女子短期大学部　紀要33号）（単著）（2010）
学会での口頭発表等
⑴言葉のイメージの変化と表現の史的研究の方法（立正大学国語国文学会　秋季研究発
表大会）（2011）
作成した教材
⑴「とちぎ学　総論　ワークブック」（平成24年度　作新学院大学　教育研究開発費に
よる出版）（2013）（本人編著書）
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴宇都宮市立　清原北小学校　地域学校協議会　顧問
⑵とちぎ協働デザインリーグ　常務理事
短期大学部　講師　畠山大
著書
⑴「「共学」概念を原理的視座とする「教える」ことの再考―“teaching”概念の哲学的分
析における理論的展開―」、『男女共学・別学を問いなおす―新しい議論のステージへ
―』、生田久美子（編）、東洋館出版社、2011年、138-160頁。
学術論文
⑵「「子どもを知る」という教育行為の意味とは何か―「ヒューマン・ポテンシャル」
概念の分析の教育学的意義―」『作大論集』（第２号）、作新学院大学・作新学院大学
女子短期大学部、2012年、89-107頁。
⑶「「教育観」・「保育観」の再考に基づく学びの連続性の再構築―幼稚園・保育所・小
学校の連携に関する原理的考察―」『作大論集』（第３号）、作新学院大学・作新学院
大学女子短期大学部、2013年、89-106頁。
⑷「大村はまの「ことば」観と単元論―語彙・語句の指導に見る単元学習の構造―」作
新学院大学・作新学院大学女子短期大学部『作大論集』（第４号）、2014年（本誌）。
⑸「大村はまにおける「ことばの教育」の目的論―機能性と志向性の２つの次元に焦点
づけて―」、生田久美子（編）『イタリア・ボローニャ大学国際セミナー』（科学研究
費補助金基盤研究（B）研究成果報告書）、2014年（印刷中）。
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翻訳
⑹「男女共学という概念は必要か？：Do We Need a Concept of Coeducation?」（スー
ザン・レアード（著））、『男女共学・別学を問いなおす―新しい議論のステージへ―』、
生田久美子（編）、東洋館出版社、2011年、112-137頁。
主な口頭発表
⑺【国内】「幼稚園・保育園から小学校へのなめらかな接続・連携をめざして―歴史・制度・
原理という３つの観点からの再考―」、平成24年度「特別支援教育セミナー」第１回、
主催：那須町教育委員会（那須町学校教育課）、2012年７月13日、於：ゆめプラザ・那須。
⑻【国内】「大村はま教育実践における「ことば」観―「生活に根差したことば」の教
育モデルの事例分析―」、「教育とことば」研究会（平成25年度第２回）、2013年６月
30日、於：作新学院大学。
⑼【国外】“What is An Aim of Language Education?; A Case Study of Hama Omura’
s Practice in Japanese Education”., WAZA GENGO; LINGUAGGIO DELLE ARTI 
TRADIZIONALI GIAPPONESI MENTE, CORPO, CONOSCENZA E RELAZIONE 
EDUCATIVA.―SCAMBI FRA TRADIZIONI D'ORIENTE ED ESPERIENZE 
INNOVATIVE D'OCCIDENTE―, 6, 11, 2013, Università di Bologna.
⑽【国内】「幼稚園・保育園から小学校へ『なめらかな接続』にするために―「接続期
カリキュラムについて考える―」、平成25年度「特別支援教育セミナー」第３回、主催：
那須町教育委員会（那須町学校教育課）、2014年２月３日、於：ゆめプラザ・那須。
⑾【国内】「古典語の指導に見る大村はまの「ことば」観」、「教育とことば」研究会（平
成25年度第３回）、2014年２月23日、於：作新学院大学。
⑿【国内】「大村はまのことばの教育における「教材」観」、日本教師学学会第15回大会：
自由研究発表、2014年３月、於：環太平洋大学。
短期大学部　准教授　花田千絵
展覧会出品
⑴夏の終わり：第３回中之条ビエンナーレ（2011年８月20日～10月２日、群馬県中之条
町）／170×52×80㎝／楠・欅
⑵予感：第65回二紀展（2011年10月12日～24日、国立新美術館）／180×50×45㎝／楠
⑶浮遊する森：大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ（2012年７月29日～９月17
日、新潟県十日町市・津南町）／180×200×150㎝／楠
⑷足音：第66回二紀展（2012年10月17日～29日、国立新美術館）、第21回大田原市街か
ど美術館（2013年６月22日～７月15日）、新宿クリエイターズ・フェスタ（2013年８
月23日～９月８日）／178×195×70㎝／木
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⑸アンテナ：第48回昭和会展（2013年２月１日～15日、日動画廊）昭和会彫刻賞受賞／
110×130×40㎝／楠
⑹跳：第11回春季二紀展（2013年３月10日～17日、東京都美術館）新人選抜大賞受賞、
第４回中之条ビエンナーレ（2013年９月13日～10月14日）／145×45×145㎝／楠・鉄
⑺足音：第５回和解と和合の日・韓展（2013年３月１日～９日）、第22回アジア現代彫
刻展（2013年12月12日～16日、中国広州市）／36×19×80㎝／楠
⑻センサー：第67回二紀展（2013年10月16日～28日、国立新美術館）Ｕ氏賞受賞／120
㎝×100×80㎝／楠・鉄
⑼散歩：「ペットショップにいくまえに」展（2013年９月28日～11月30日、絵本と木の
実の美術館）／40×120×120㎝／楠・鉄
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
⑴宇都宮市民芸術祭彫刻部会　運営委員（2008年～現在に至る）
⑵公益財団法人うつのみや文化創造財団　評議員（2009年～現在に至る）
短期大学部　特任教授　牧裕夫
学術論文
「演じること」に焦点化したプレイセラピー−「半分よい子で半分悪い子」と叫んで飛
び込んできた小学生女児の事例−：日本心理劇学会誌「心理劇」第16巻　No.1　2011年
12月　pp.33-46
ロボットの外被をまとった不登校児の事例−小学校でのスクールカウンセラー実践とし
て−：日本心理劇学会誌「心理劇」第17巻　No.1　2012年12月　pp.27-39
学会での口頭発表等
『おまえうまそうだな』を取り入れたSSTとプレイセラピー−特別支教室でのスクールカ
ウンセラー実践から−：日本心理劇学会第17回大学　2011年12月　発表論文集pp.30-31
プレイセラピーで自発的に演じられた余剰現実と治療過程：日本心理劇学会第18回大会
　2012年12月　発表論文集pp.41-42
ロールプレイングを活用した課題場面劇化の試み−スクールカウンセラーによる特別
支援教室でのグループ実践−：日本心理劇学会第18回大会　2012年12月　発表論文集
pp.43-44　共同発表者　國見由紀
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
社会福祉法人カリヨン障害者支援事業所れもん心理アドバイザー（2003～現在に至る）
障害者支援事業所れもん苦情解決第三者委員（2005～2012）
徳島県スクールカウンセラー事業のコーディネーター（2006～2012）
徳島県青少年自立支援事業　専門家委員（2008～2012）
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業績目録
徳島県教育委員会特別支援教育総合推進事業に係る専門家　チーム委員（2009～2012）
徳島県教育委員会心の健康講座担当講師（2010～2012）
徳島県医師会学校保健委員会　メンタルヘルス対策班員（2010～2012）
徳島県臨床心理士会　副会長　（2011～2012）
短期大学部　講師　三ッ石行宏
著書
「福祉教育」：『総合福祉の基本体系（第２版）』　井村圭壮・相澤譲治（編）　勁草書房　
2013年１月　pp.147-152
「児童家庭福祉を取り巻く社会状況と福祉ニーズ」：『児童家庭福祉の成立と課題』　井村
圭壮・相澤譲治（編）　勁草書房　2013年１月　pp.9-15
「社会福祉と地域生活」：『社会福祉（保育者養成シリーズ）』　山崎順子・和田上貴昭（編）
　一藝社　2013年２月 pp.188-198
「保育サービスの現状」：『知識を生かし実力をつける子ども家庭福祉』浦田雅夫（編）
保育出版社　2013年12月　pp.62-64
「児童厚生施設の役割とは」：『知識を生かし実力をつける子ども家庭福祉』浦田雅夫（編）
保育出版社　2013年12月　pp.102-104
「家庭養護と施設養護」：『保育と社会的養護』井村圭壮・相澤譲治（編）学文社　2014
年１月　pp.57-62
学術論文
「福祉教育における『学習素材』論の現状と課題」：『日本福祉教育・ボランティア学習
学会研究紀要』　2012年11月　第20号　pp.76-86
「福祉教育史研究の現状と課題」：『日本福祉教育・ボランティア学習学会研究紀要』　
2013年11月　第22号　pp.68-76
学会での口頭発表
「児童・生徒の福祉課題を学習素材とする教育実践に関する研究」：第２回社会事業史学
会若手研究者交流会　2011年５月６日　於：ノートルダム清心女子大学
「学校における福祉教育実践の課題――学習素材の視角から」：日本社会福祉学会第59回
秋季大会　2011年10月９日　於：淑徳大学
「福祉教育史研究の現状と課題」：第17回日本福祉教育・ボランティア学習学会　2011年
12月４日　於：同志社大学
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
日本福祉教育・ボランティア学習学会第17回京都大会　事務局スタッフ（2011年度）
全国児童養護問題研究会関西支部委員（2011年度）
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とちぎ福祉教育研究会委員（2012年度～現在）
日本福祉教育・ボランティア学習学会特任理事（2013年11月～現在）
短期大学部　准教授　山﨑由美子
著書・学術論文等
平成23年８月　茨城県総合福祉会館主催「サントル千波合唱団第４回演奏会」出演
平成23年９月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成24年２月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成24年２月　財団法人　地域創造主催、栃木県、財団法人　とちぎ未来づくり財団共
催「ステージラボ・栃木セッション」講演
平成24年８月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成24年８月　特別養護老人ホーム「ヴィレッジみと」主催「花火と音楽のコンサート」
出演
平成25年４月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
平成25年７月　水戸市、水戸市教育委員会、水戸芸術振興財団、水戸市文化振興協議会、
茨城新聞社、市民音楽会実行委員会主催「第45回水戸市芸術祭市民音楽会」出演
平成25年９月　茨城県総合福祉会館主催「県民サロンコンサート」出演
社会的活動（自治体・産学界・NPO・NGO等の活動）
茨城演奏家連盟副会長
茨城音楽文化振興会企画委員
茨城県総合福祉会館主催「サントル千波合唱団」伴奏ピアニスト兼コーディネーター
平成23年５月　「なかがわ水遊園コンサート」ハンドベルクワイア＆楽団ドレミ（指揮）
出演
平成23年11月　JAうつのみや・（株）ジェイエイ栃木ライフ共催「ハンドベル鑑賞会」
ハンドベルクワイア（指揮）出演
平成23年11月　「第５回宇都宮市民福祉の祭典」ハンドベルクワイア＆楽団ドレミ（指揮）
出演
平成23年11月　清原北小学校「教育ふれあい演奏会」ハンドベルクワイア（指揮）出演
平成23年12月　「宇都宮市田原児童館クリスマスコンサート」ハンドベルクワイア＆楽
団ドレミ（指揮）出演
平成23年12月　「なかがわ水遊園クリスマスコンサート」ハンドベルクワイア＆楽団ド
レミ（指揮）出演
平成24年６月　「作新学院大学図書館再開記念コンサート」ハンドベルクワイア（指揮）
出演
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業績目録
平成24年10月　「清原地区文化祭・農業祭コンサート」ハンドベルクワイア（指揮）出
演
平成24年11月　清原北小学校「第７回きよきた船頭まつり」楽団ドレミ出演（演奏指導）
平成24年11月　「野口雨情生誕150年記念　童謡ミニコンサート」ハンドベルクワイア＆
楽団ドレミ有志出演（歌唱指導）
平成24年12月　「田原児童館クリスマス会」ハンドベルクワイア出演（演奏指導）
平成24年12月　「那須塩原ホテルクリスマスコンサート」ハンドベルクワイア（指揮）
出演
平成24年12月　「高根沢ファミリーサポートセンター交流会」楽団ドレミ＆ハンドベル
クワイア（指揮）出演
平成24年12月　「なかがわ水遊園クリスマスコンサート」楽団ドレミ＆ハンドベルクワ
イア（指揮）出演
平成25年10月　「清原地区文化祭・農業祭コンサート」ハンドベルクワイア（指揮）出
演
平成25年10月　「作新幼稚園60周年記念こどもまつり」楽団ドレミ＆ハンドベルクワイ
ア（指揮）出演
平成25年11月　宇都宮市立清原北小学校「第８回きよきた船頭まつり」楽団ドレミ（指
揮）出演
平成25年11月　「第7回宇都宮市民福祉の祭典」楽団ドレミ＆ハンドベルクワイア（指揮）
出演
平成25年12月　「なかがわ水遊園クリスマスコンサート」楽団ドレミ＆ハンドベルクワ
イア（指揮）出演
平成25年12月　「介護老人保健施設しらさぎ荘＆白沢病院クリスマスコンサート」ハン
ドベルクワイア（指揮）出演
